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は
じ
め
に
践
祚
大
嘗
祭
と
は
、「
凡
そ
大
嘗
は
、
世
毎
に
一
年
、
国
司
事
行
へ
。
以
外
は
、
年
毎
に
所
司
行
へ
」（『
律
令
』
神

令
１４
大
嘗
祭
条
）
と
、
新
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、
悠
紀
国
・
主
基
国
を
卜
定
の
上
で
行
わ
れ
る
即
位
儀
礼
で
あ
る
（
１
）
。
か
つ
て
土
田
直
鎮
氏
は
、
平
安
時
代
の
政
治
と
文
化
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、「
今
日
な
ら
ば
単
な
る
行
政
的
な
手
続
き
、
行
政
上
の
問
題
と
し
て
す
ま
し
て
し
ま
う
も
の
で
も
、
こ
れ
を
先
例
に
則
り
、
作
法
を
整
え
て
、
一
つ
の
儀
式
的
な
姿
に
し
て
扱
っ
て
」
い
る
こ
と
が
、
当
時
の
政
治
で
あ
り
政
務
で
あ
り
、
そ
し
て
「
儀
式
の
場
を
離
れ
て
政
治
と
い
う
も
の
を
別
に
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
間
違
い
で
あ
る
」
と
、
政
治
と
儀
式
の
関
係
を
明
快
に
定
義
し
た
（
２
）
。
こ
れ
を
受
け
て
、
橋
本
義
彦
氏
は
、「
貴
族
政
治
に
お
い
て
、
政
務
と
儀
式
は
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
儀
式
と
は
別
に
政
治
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
自
体
一
種
の
錯
覚
で
あ
る
と
の
土
田
直
鎮
氏
の
指
摘
は
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
が
、
そ
の
儀
式
の
具
体
的
な
作
法
故
実
の
成
立
し
た
の
は
、
宇
多
朝
か
ら
村
上
朝
の
間
、
な
か
ん
づ
く
忠
平
の
時
代
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
（
３
）
。
専修人文論集１００号
（2017）053-085
専修人文論集１００号 54
政
務
と
儀
式
は
分
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
仕
組
み
の
な
か
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
天
皇
の
沐
浴
を
素
材
に
、
天
皇
の
入
浴
空
間
で
使
用
さ
れ
る
物
品
や
「
奉
仕
」
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
、
天
皇
の
日
常
を
取
り
巻
く
生
活
空
間
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
の
か
考
察
を
加
え
て
き
た
（
４
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
皇
の
身
体
を
「
清
浄
」
に
保
つ
た
め
の
文
化
的
お
よ
び
政
治
的
な
特
質
と
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
（
５
）
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
践
祚
大
嘗
祭
に
見
え
る
天
皇
の
沐
浴
を
素
材
に
迫
っ
て
み
た
い
。
１
．
廻
立
殿
の
儀
と
天
皇
の
御
浴
藤
原
道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
十
一
月
二
十
二
日
条
に
は
、
三
条
天
皇
の
大
嘗
祭
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
戌
の
剋
、
行
事
す
。（
中
略
）
廻
立
殿
に
遷
御
す
。
西
北
を
経
て
、
南
面
の
戸
の
下
に
御
輿
を
下
ろ
し
給
う
。
内
侍
女
方
等
候
す
。
件
の
殿
五
間
。
東
よ
り
二
間
に
戸
、
東
面
す
る
北
の
間
に
小
戸
、
中
隔
あ
り
。
筵
戸
を
立
つ
。
東
の
二
間
を
御
浴
処
と
す
。
西
の
三
間
を
御
在
所
と
す
。
中
央
の
間
に
御
床
お
を
立
つ
〈
件
の
床
、
大
な
る
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
小
床
を
立
つ
。
こ
れ
失
な
り
〉。
東
の
一
間
に
御
船
を
居
く
。
其
れ
東
西
の
妻
な
り
。
東
面
す
る
壁
代
の
筵
を
穿
ち
て
、
樋
を
懸
く
。
こ
れ
よ
り
御
浴
船
に
供
う
。
西
に
大
床
を
立
つ
。
或
い
は
小
床
な
り
。
召
し
に
依
り
て
こ
れ
を
供
ず
。
す
な
わ
ち
御
浴
了
り
て
、
祭
服
を
着
す
。
神
殿
に
入
る
〈
初
め
て
の
帛
の
御
服
〉。
筵
道
の
布
単
、
常
の
ご
と
し
。（
中
略
）
事
了
り
て
廻
立
殿
に
御
す
。
御
前
の
次
第
初
め
の
ご
と
し
。
又
御
浴
に
供
う
。
主
基
に
御
す
。
悠
紀
の
ご
と
し
。
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こ
れ
は
、
道
長
が
三
条
天
皇
の
大
嘗
祭
で
、
内
弁
と
し
て
行
事
を
取
り
仕
切
る
責
務
を
果
た
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
天
皇
が
戌
の
剋
（
午
後
八
時
）
に
廻
立
殿
へ
遷
御
し
た
後
の
様
相
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
大
嘗
祭
の
湯
殿
は
廻
立
殿
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
五
間
あ
る
う
ち
の
東
の
一
間
に
御
船
（
湯
船
）
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
東
側
の
壁
代
と
な
っ
て
い
た
筵
に
穴
を
あ
け
樋
を
通
し
た
こ
と
、
こ
の
樋
か
ら
御
湯
が
注
が
れ
た
こ
と
、
大
床
（
或
い
は
小
床
）
は
召
し
に
よ
っ
て
供
ぜ
ら
れ
た
こ
と
、
御
浴
が
終
わ
る
と
祭
服
に
着
替
え
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
天
皇
が
大
嘗
宮
へ
入
る
前
、
す
な
わ
ち
廻
立
殿
で
御
浴
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
２
．
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
御
浴
に
つ
い
て
―
研
究
史
の
整
理
―
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
祭
儀
に
注
目
し
た
折
口
信
夫
は
、
廻
立
殿
と
い
ふ
の
は
、
悠
紀
・
主
基
両
殿
へ
お
出
で
に
な
る
御
用
意
の
為
に
、
設
け
ら
れ
た
御
殿
で
、
い
は
ゞ
祭
事
の
為
に
、
お
籠
り
に
な
る
御
殿
で
あ
る
。
此
御
殿
の
名
称
が
、
何
の
故
に
廻
立
殿
と
よ
ば
れ
る
か
、
其
は
訣
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
此
廻
立
殿
の
御
儀
式
は
、
外
部
か
ら
は
、
一
切
訣
ら
ぬ
も
の
に
さ
れ
て
居
る
。
廻
立
殿
は
、
東
西
五
間
、
南
北
三
間
の
御
殿
で
あ
る
。
西
側
三
間
を
、
天
子
様
の
居
ら
れ
る
所
と
し
、
東
側
二
間
は
、
竹
の
簀
子
に
し
て
あ
る
。
此
所
が
、
茶
の
湯
所
と
な
つ
て
居
る
が
、
な
に
か
、
忌
斎
の
場
所
ら
し
い
。
天
子
様
は
、
大
嘗
祭
の
卯
の
日
の
儀
式
に
も
、
始
終
、
こ
の
廻
立
殿
へ
出
御
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
御
湯
を
お
使
ひ
な
さ
れ
る
。
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と
述
べ
る
（
６
）
。
続
け
て
、
湯
が
斎
（
ユ
）
に
通
じ
る
こ
と
、
天
の
羽
衣
伝
説
と
禊
ぎ
と
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
御
湯
に
這
入
る
時
に
湯
具
・
褌
な
ど
を
締
め
た
ま
ま
の
習
俗
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
褌
を
締
め
る
行
為
が
物
忌
み
か
つ
一
人
前
の
男
に
な
っ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
こ
と
、
褌
の
下
紐
が
湯
す
な
わ
ち
斎
川
水
（
ユ
カ
ワ
ミ
ヅ
）
の
中
で
解
か
れ
る
こ
と
、
物
忌
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
が
湯
の
中
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
性
の
解
放
を
も
意
味
す
る
こ
と
等
を
指
摘
し
、
天
子
様
の
場
合
に
は
此
湯
の
中
の
行
事
の
、
一
切
の
御
用
を
つ
と
め
る
の
が
、
処
女
で
あ
る
。
天
の
羽
衣
を
お
ぬ
が
せ
申
し
上
げ
る
の
が
、
処
女
の
為
事
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
羽
衣
を
お
と
り
の
け
な
さ
る
と
、
ほ
ん
と
う
の
霊
力
を
具
へ
た
、
尊
い
お
方
と
な
る
。
解
放
さ
れ
て
、
初
め
て
、
神
格
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
と
、
廻
立
殿
で
の
御
浴
を
聖
婚
儀
礼
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
。
折
口
が
述
べ
る
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
に
つ
い
て
は
、
岡
田
精
司
氏
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
に
批
判
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。
例
え
ば
岡
田
荘
司
氏
は
、
折
口
が
提
示
し
た

マ
ド
コ
オ
ブ
ス
マ

の
仮
説
が
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
史
料
か
ら
復
元
で
き
る
大
嘗
祭
の
具
体
相
と
大
き
く
乖
離
し
、
史
料
的
な
根
拠
が
明
確
で
な
い
と
す
る
（
８
）
。
岡
田
荘
司
氏
の
見
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
祭
祀
研
究
者
か
ら
研
究
史
の
解
釈
や
方
法
論
上
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
９
）
。
な
か
で
も
、
榎
村
寛
之
氏
は
岡
田
荘
司
氏
の
問
題
提
起
を
受
け
つ
つ
、「
大
嘗
祭
を
含
む
皇
位
継
承
祭
祀
の
研
究
に
、
中
世
史
料
を
含
む
祭
祀
次
第
史
料
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
同
時
に
、
国
家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
の
研
究
に
は
、
当
時
の
史
料
作
成
者
の
歴
史
観
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、史
料
自
身
を
相
対
化
さ
せ
る
姿
勢
を
保
ち
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
学
ん
だ
思
い
で
あ
る
」
と
の
課
題
を
提
示
さ
れ
て
い
る
（
１０
）
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
榎
村
氏
の
史
料
自
身
を
相
対
化
さ
せ
る
姿
勢
を
受
け
継
ぎ
、
岡
田
荘
司
氏
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
た
史
料
的
根
拠
の
明
確
化
と
の
観
点
か
ら
、
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
御
浴
の
儀
に
問
題
を
絞
っ
て
検
討
を
進
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い
。
３
．
『
江
記
』
に
み
え
る
廻
立
殿
の
御
浴
儀
―
問
題
の
所
在
―
さ
て
、
真
弓
常
忠
氏
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
廻
立
殿
で
の
御
浴
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。
天
皇
は
戌
刻
（
午
後
八
時
）
廻
立
殿
に
御
さ
れ
、
こ
こ
で
御
湯
を
召
さ
れ
、
祭
服
を
お
着
け
に
な
る
。
廻
立
殿
は
大
嘗
宮
の
北
に
設
け
ら
れ
、
大
嘗
宮
と
同
じ
広
さ
の
御
殿
で
東
西
二
間
に
仕
切
ら
れ
、
西
の
部
分
を
御
所
と
い
い
、
東
の
間
を
御
湯
殿
と
称
す
る
。
東
西
両
間
と
も
床
は
竹
簀
を
張
り
薦
を
加
え
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
お
ん
か
た
び
ら
お
か
う
ぐ
御
湯
殿
は
『
江
記
』
に
よ
る
と
、「
御
湯
の
槽
は
東
西
の
妻
に
置
き
、
そ
の
北
に
白
木
の
床
子
二
脚
を
立
て
、
内
一
脚
の
上
に
は
御
帷
並
び
に
御
河
す
り薬
を
置
く
」
と
あ
る
。
御
帷
と
は
「
天
の
羽
衣
」
と
い
う
。
天
皇
は
戌
刻
（
午
後
八
時
）
内
裏
の
南
殿
を
発
御
、
廻
立
殿
の
西
の
御
間
に
御
さ
れ
、
次
い
で
東
の
御
間
で
御
湯
を
召
さ
れ
る
。
小
忌
の
御
湯
と
い
い
、
殿
外
か
ら
樋
を
御
槽
に
か
け
、
流
し
入
れ
る
。
ま
ず
御
下
水
を
入
れ
、
次
に
御
湯
を
入
れ
る
こ
と
七
度
、
主
上
は
御
帷
を
着
さ
れ
た
ま
ま
、
御
槽
に
下
り
ら
れ
、
次
に
御
背
を
靡
で
奉
る
こ
と
三
度
、
御
帷
を
槽
中
に
脱
ぎ
捨
て
て
お
上
り
に
な
る
。
こ
の
と
き
他
の
御
帷
を
羽
織
ら
れ
て
拭
わ
し
め
ら
れ
る
。
次
に
お
河
薬
を
供
し
、
終
わ
っ
て
西
の
御
間
に
て
祭
服
を
お
着
け
に
な
る
。
お
河
薬
と
は
い
か
な
る
も
の
か
窺
い
得
な
い
が
、
湯
の
花
の
よ
う
な
も
の
で
、
あ
た
か
も
塩
を
手
に
こ
す
り
つ
け
て
手
水
す
る
の
と
同
様
、
こ
れ
を
塗
り
つ
け
て
流
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
厳
重
な
御
潔
斎
を
経
て
大
嘗
宮
の
儀
に
臨
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
以
上
、『
大
嘗
祭
』
八
四
・
八
五
頁
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）。
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こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
江
記
』
と
は
、
大
江
匡
房
が
鳥
羽
天
皇
の
践
祚
大
嘗
祭
を
記
録
し
た
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
一
月
二
十
一
日
条
の
こ
と
で
あ
る
。
大
江
匡
房
は
、
文
章
道
を
家
道
と
す
る
出
身
氏
族
で
あ
る
大
江
氏
の
な
か
に
あ
っ
て
も
朝
儀
や
故
実
に
じ
こ
う
詳
し
く
、
後
三
条
・
白
河
・
堀
河
の
院
政
期
三
代
に
わ
た
る
天
皇
に
侍
読
と
し
て
仕
え
、
学
問
を
教
え
る
立
場
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
江
匡
房
が
関
白
藤
原
師
通
の
依
頼
に
よ
っ
て
著
し
た
『
江
家
次
第
』
は
、
長
く
朝
儀
典
礼
の
規
範
と
も
な
り
、
日
本
国
憲
法
下
で
行
わ
れ
た
「
平
成
の
大
礼
」
に
お
い
て
も
準
備
の
過
程
で
古
例
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
（
１１
）
。『
江
家
次
第
』
に
記
さ
れ
た
次
第
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
、
こ
こ
で
は
大
江
匡
房
が
『
江
記
』
に
記
し
た
鳥
羽
天
皇
の
践
祚
大
嘗
祭
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
（
１２
）
。
く
う
時
刻
、
主
殿
寮
御
湯
を
供
ず
。
先
ず
水
を
取
り
下
す
〈
斗
を
以
て
樋
と
為
す
〉。
次
に
御
湯
を
入
る
こ
と
七
度
。
次
に
御
湯
殿
人
〈
左
衛
門
佐
顕
隆
（
藤
こ
し
と
う
ず
原
）、
女
官
の
幄
に
お
い
て
袍
・
下
重
・
剣
・
胡
ろ
く簶
等
を
解
く
。
老
懸
を
解
か
ず
、
韈
〔
襪
〕〉
を
脱
が
ず
、
そ
の
上
に
□
□
〔
湯
衣
〕
を
着
す
。
左
衛
門
尉
藤
原
説
定
（
藤
原
）、
剣
・
胡
簶
を
解
き
小
忌
を
着
す
。
他
の
装
束
は
改
め
ず
〉。
顕
隆
（
藤
原
）
右
手
を
以
て
御
湯
に
合
わ
せ
、
神
殿
の
方
に
向
か
ふ
た
お
ん
か
た
か
い
て
御
湯
を
攪
か
し
む
こ
と
七
度
。
次
に
盖
を
張
る
〈
二
幅
の
布
な
り
〉。
次
に
御
湯
殿
の
由
を
奏
す
。
主
上
渡
御
す
。
次
に
蓋
を
徹
す
。
主
上
御
び
ら
ふ
ね
お
し
よ
う
じ
お
か
う
ぐ
す
り
帷
を
着
し
な
が
ら
御
槽
に
下
り
給
わ
し
む
〈
件
の
槽
、
東
西
の
妻
な
り
。
其
の
北
に
白
木
の
床
子
二
脚
を
立
つ
。
一
脚
は
上
に
御
帷
な
ら
び
に
御
河
薬
い
か
け
を
置
く
〉。
故
源
右
府
の
御
説
は
、
専
ら
御
槽
に
下
り
給
わ
し
む
べ
か
ら
ず
。
床
子
を
立
て
沃
懸
け
給
う
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
後
三
條
院
の
仰
せ
に
云
は
し
か
じ
か
い
う
な
く
、
御
帷
を
着
し
な
が
ら
御
槽
に
下
り
給
わ
し
む
の
由
を
朱
雀
院
御
記
に
見
ゆ
と
云
々
。
次
に
御
背
を
靡
び
奉
る
こ
と
三
度
。
次
に
御
帷
を
御
槽
の
中
ふ
お
わ
に
脱
ぎ
捨
て
上
が
り
給
わ
し
む
。
他
の
御
帷
を
着
し
拭
き
御
す
。
次
に
御
河
薬
を
供
ず
〈
御
河
薬
を
供
ず
る
は
旧
記
に
見
え
ず
。
し
か
れ
ど
も
隆
方
（
藤
あ
や
し
た
だ
は
ん
ぴ
原
）
朝
臣
の
私
記
に
此
の
義
あ
り
。
三
條
院
、
恠
み
仰
せ
ら
る
〉。
次
に
御
所
に
還
御
す
。
次
に
神
態
の
御
装
束
を
着
し
給
う
。
只
御
袍
御
半
臂
御
下
襲
ば
か
を
易
う
る
許
し
。
自
余
の
物
等
は
易
え
ず
。
童
帝
、
幘
を
用
い
ず
。
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こ
こ
か
ら
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。（
一
）
廻
立
殿
の
御
湯
の
こ
と
に
は
主
殿
寮
が
あ
た
る
こ
と
、（
二
）
廻
立
殿
の
内
部
で
御
湯
の
調
整
を
勤
め
る
の
が
御
湯
殿
の
人
で
あ
る
こ
と
、（
三
）
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
の
御
湯
殿
の
人
は
左
衛
門
佐
藤
原
顕
隆
と
左
衛
門
尉
藤
原
説
定
で
あ
る
こ
と
（
１３
）
、（
四
）
御
湯
殿
の
人
が
武
官
で
あ
る
場
合
、
剣
と
胡
簶
を
取
り
外
し
仕
え
る
こ
と
、（
五
）
廻
立
殿
で
の
天
皇
の
沐
浴
は
御
槽
に
湯
を
注
ぎ
入
れ
る
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
、（
六
）
御
湯
に
入
る
か
、
そ
れ
と
も
床
子
に
座
り
湯
を
注
ぎ
懸
け
る
だ
け
で
あ
る
の
か
、
諸
説
が
あ
る
こ
と
、（
七
）
天
皇
は
御
帷
を
身
に
つ
け
た
ま
ま
御
湯
に
入
り
、
御
湯
の
中
で
御
帷
を
脱
ぎ
捨
て
、
別
の
御
帷
で
身
体
を
拭
く
こ
と
、（
八
）
御
河
薬
を
供
ず
る
儀
は
古
例
に
は
見
え
な
い
が
藤
原
隆
房
の
私
記
に
見
ら
れ
る
こ
と
、（
九
）
廻
立
殿
の
内
部
に
設
け
ら
れ
た
「
御
所
」
に
戻
り
神
態
の
御
装
束
に
着
替
え
る
こ
と
、（
十
）
幼
帝
は
幘
を
用
い
な
い
こ
と
等
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
廻
立
殿
で
の
御
湯
を
供
ず
る
次
第
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
真
弓
氏
が
『
江
記
』
を
引
用
し
、
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
天
皇
の
沐
浴
を
具
体
的
に
示
す
な
か
で
提
示
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
特
に
、
廻
立
殿
の
内
部
に
お
い
て
天
皇
の
沐
浴
に
仕
え
る
人
が
「
御
湯
殿
の
人
」
と
称
さ
れ
、
左
衛
門
の
佐
と
尉
と
い
っ
た
武
官
で
あ
る
こ
と
、
女
官
の
関
与
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
（
１４
）
。
４
．
廻
立
殿
で
の
沐
浴
と
御
湯
殿
の
人
大
江
匡
房
が
記
し
た
『
江
家
次
第
』
巻
第
十
五
、
践
祚
下
、
大
嘗
会
卯
日
条
を
見
て
み
る
と
、
主
殿
寮
、
御
湯
を
供
ず
〈
東
の
戸
を
用
う
〉。
御
湯
殿
に
奉
仕
す
る
の
人
〈
殿
上
の
四
位
一
人
、
六
位
一
人
、
み
な
山
陰

の
子
孫
に
触
れ
る
人
〉、
女
官
の
幄
に
お
い
て
装
束
を
解
き
改
め
る
べ
し
。
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し
か
れ
ど
も
釜
殿
に
お
い
て
こ
れ
を
脱
ぐ
の
人
こ
れ
有
り
〈
云
々
〉。
仁
和
記
に
云
う
、
東
方
の
小
床
に
御
す
。
天
羽
衣
を
著
し
て
御
湯
を
供
ず
。
了
り
て
中
央
の
御
帖
に
御
す
。
次
に
西
方
に
御
す
。
御
装
束
に
供
奉
す
。
治
暦
・
長
元
の
御
記
、
天
羽
衣
を
著
し
な
が
ら
、
入
り
て
御
槽
に
下
り
さ
せ
給
う
。
ま
た
一
領
を
以
て
拭
い
奉
る
〈
云
々
〉。
承
保
、
御
河
薬
を
供
ず
〈
土
器
に
入
れ
、
折
敷
に
居
う
〉。
く
ぎ
よ
う
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
御
湯
殿
に
奉
仕
す
る
人
」
は
、
平
安
前
期
の
公

藤
原
山
蔭
の
血
筋
に
つ
ら
な
る
人
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
１５
）
。
要
す
る
に
、「
御
湯
殿
に
奉
仕
す
る
人
」
は
男
性
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
藤
原
宗
忠
も
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
の
様
子
を
日
記
に
書
き
記
し
て
い
る
。『
中
右
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
一
月
二
十
一
日
条
に
は
、
御
湯
殿
あ
り
。
蔵
人
右
中
弁
左
衛
門
佐
顕
隆
（
藤
原
）、
蔵
人
左
衛
門
尉
説
定
（
藤
原
）、
御
湯
殿
の
役
に
勤
仕
す
〈
袍
・
下
襲
・
半
臂
を
脱
ぐ
。
そ
の
上
に
当
色
を
着
す
。
襪
・
綏
を
脱
が
ず
〉。
山
蔭
中
納
言
の
末
葉
の
人
こ
の
事
を
勤
む
〈
内
外
を
論
ぜ
ず
戚
な
り
〉。
と
あ
る
。
先
に
『
江
記
』
で
確
認
し
た
左
衛
門
佐
藤
原
顕
隆
お
よ
び
左
衛
門
尉
藤
原
説
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
蔵
人
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
こ
こ
で
も
御
湯
殿
の
役
を
担
う
の
は
「
山
蔭
中
納
言
の
末
葉
の
人
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
、
院
政
期
の
史
料
で
あ
る
『
江
家
次
第
』『
中
右
記
』
か
ら
は
、
廻
立
殿
で
の
御
湯
殿
に
は
女
官
の
関
与
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
鳥
羽
天
皇
の
践
祚
大
嘗
祭
に
際
し
て
は
、
御
湯
殿
の
人
の
役
は
藤
原
山
蔭
の
子
孫
た
る
蔵
人
が
担
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
摂
関
期
の
公

で
あ
る
藤
原
実
資
は
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
行
わ
れ
た
花
山
天
皇
の
大
嘗
祭
に
際
し
て
、『
小
右
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』
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
十
一
月
二
十
一
日
条
に
、
（
前
略
）
廻
立
殿
に
御
し
了
る
と
云
々
。
惟
成
（
藤
原
）
御
湯
殿
に
奉
仕
す
〈
ま
ず
東
殿
に
御
す
〉。
了
り
て
御
服
を
易
え
、
神
服
を
着
し
、
大
嘗
宮
に
御
す
〈
悠
紀
〉。
と
書
き
記
し
て
い
る
。
花
山
天
皇
の
大
嘗
祭
で
は
、
五
位
の
蔵
人
で
あ
る
藤
原
惟
成
が
仕
え
た
（
１６
）
。
こ
こ
か
ら
、
廻
立
殿
で
の
御
湯
殿
の
こ
と
に
蔵
人
が
関
与
す
る
事
例
が
、
摂
関
期
ま
で

る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
廻
立
殿
で
の
御
湯
殿
に
関
与
す
る
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
折
口
信
夫
は
「
天
子
様
の
場
合
に
は
此
湯
の
中
の
行
事
の
、
一
切
の
御
用
を
つ
と
め
る
の
が
、
処
女
で
あ
る
。
天
の
羽
衣
を
お
ぬ
が
せ
申
し
上
げ
る
の
が
、
処
女
の
為
事
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
が
、
平
安
時
代
の
史
料
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
古
例
を
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
５
．
神
事
に
み
ら
れ
る
御
浴
―
神
今
食
と
新
嘗
祭
の
御
浴
―
先
に
、
院
政
期
の
事
例
を
中
心
に
、
践
祚
大
嘗
祭
に
際
し
て
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
御
湯
殿
の
「
奉
仕
」
に
は
女
性
の
関
与
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
蔵
人
の
関
与
が
摂
関
期
ま
で

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
践
祚
大
嘗
祭
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
毎
年
の
新
嘗
祭
や
神
今
食
と
の
比
較
の
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
一
世
一
代
限
り
の
践
祚
大
嘗
祭
と
毎
年
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
や
神
今
食
に
は
、
同
一
の
神
事
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
（
１７
）
。
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こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
中
期
の
公

で
あ
る
源
高
明
の
『
西
宮
記
』
を
中
心
に
見
て
い
く
。『
西
宮
記
』
は
、
内
裏
式
・
貞
観
儀
式
な
ど
の
官
撰
の
官
省
寮
司
を
中
心
と
し
た
儀
式
典
礼
の
次
第
が
整
え
ら
れ
た
後
、
格
式
の
編
纂
精
神
の
流
れ
の
上
に
編
纂
さ
れ
て
く
る
私
撰
の
儀
式
書
の
嚆
矢
と
も
な
る
（
１８
）
。
す
な
わ
ち
、『
西
宮
記
』
は
、『
北
山
抄
』『
江
家
次
第
』
に
先
立
ち
、
朝
儀
の
標
準
型
を
一
挙
手
一
投
足
ま
で
規
定
す
る
よ
う
な
形
で
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
西
宮
記
』
恒
例
第
二
、
六
月
、
神
今
食
（
中
院
儀
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
戌
の
時
、
天
皇
〈
帛
御
服
。
腰
輿
、
供
奉
の
御
物
、
男
女
、
尋
常
の
時
の
如
し
。
大
刀
候
ぜ
ず
。
小
忌
王

・
諸
衛
扈
従
す
。
衛
府
、
弓
箭
を
帯
ぶ
〉、
つ
か
ふ
ね
こ
う
神
嘉
殿
へ
幸
す
。〈
分
注
略
〉（
中
略
）
主
殿
、
御
湯
殿
に
供
う
〈
御
槽
、
西
の
庇
に
在
り
。
主
殿
寮
、
壁
の
外
に
候
す
。
樋
よ
り
御
湯
を
入
る
。
樋
の
と
口
に
斗
を
居
う
。
侍
臣
の
中
の
故
実
を
伝
え
る
者
、
供
奉
し
御
湯
を
入
る
。
覆
い
を
以
て
御
槽
に
置
き
、
七
度
御
湯
を
攬
る
。
先
に
、
縫
司
、
天
羽
衣
を
献
ず
。
御
浴
に
候
ず
る
人
、
伝
え
て
主
上
に
献
ず
。
御
浴
に
供
奉
す
る
の
人
、
袍
を
脱
ぎ
当
色
を
着
、
褓
を
懸
け
襪
を
命
と命
か
ず
。
主
上
御
浴
よ
り
登
る
の
後
、
供
奉
の
人
、
当
色
を
着
な
が
ら
神
の
御
装
束
に
奉
仕
す
《
供
奉
の
人
あ
る
い
は
袍
を
着
、
供
奉
す
》。
内
蔵
寮
、
御
幘
さ
く幘
を
奉
る
《
絹
を
以
て
こ
れ
を
為
る
》。
主
上
、
祭
服
を
着
け
神
殿
に
入
御
す
〉。
神
今
食
で
の
天
皇
の
御
浴
は
、
戌
の
時
（
午
後
八
時
）
に
天
皇
が
神
嘉
殿
に
出
御
し
た
の
ち
、
神
嘉
殿
内
で
行
わ
れ
る
。
御
槽
（＝
浴
槽
の
こ
と
）
は
神
嘉
殿
の
西
の
庇
に
据
え
ら
れ
、
主
殿
寮
は
壁
の
外
か
ら
、
樋
を
利
用
し
て
湯
を
注
ぎ
入
れ
て
い
た
。
侍
臣
の
中
で
も
故
実
を
伝
え
る
者
が
御
湯
を
調
整
す
る
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
後
宮
十
二
司
の
一
つ
で
あ
る
縫
司
か
ら
天
羽
衣
（＝
湯
帷
の
こ
と
）
が
献
上
さ
れ
る
が
、
天
皇
へ
は
「
御
浴
に
候
ず
る
人
」
を
介
し
て
献
上
さ
れ
て
い
る
。
御
浴
に
仕
え
る
人
物
は
、
「
袍
を
脱
ぎ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
男
性
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
記
載
か
ら
は
、
神
嘉
殿
で
の
天
皇
の
御
浴
へ
の
蔵
人
の
関
与
を
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見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
故
実
を
伝
え
る
者
が
そ
の
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
御
湯
を
注
ぎ
入
れ
た
後
、
御
湯
を
調
整
す
る
作
法
が
「
七
度
御
湯
を
攬
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
先
に
『
江
記
』
で
確
認
し
た
「
御
湯
を
入
れ
る
こ
と
七
度
」
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
一
番
の
違
い
は
、
縫
司
か
ら
天
羽
衣
の
献
上
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
（
１９
）
。
た
だ
し
、
「
先
に
、
縫
司
、
天
羽
衣
を
献
ず
。
御
浴
に
候
ず
る
人
、
伝
え
て
主
上
に
献
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
羽
衣
は
御
浴
に
候
ず
る
人
か
ら
天
皇
へ
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
特
徴
は
、
新
嘗
祭
で
も
見
い
だ
せ
る
。『
西
宮
記
』
恒
例
第
三
、
十
一
月
、
新
嘗
祭
等
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
天
皇
、
殿
に
御
す
〈
掃
部
、
筵
道
を
敷
く
。
庇
の
西
の
戸
よ
り
入
り
西
の
隔
に
御
す
。
大
床
子
を
立
つ
。
殿
の
内
に
三
隔
あ
り
。
西
を
以
て
御
在
所
と
つ
か
為
し
、
中
を
以
て
神
殿
と
為
し
、
東
を
以
て
供
神
の
采
女
の
候
所
と
為
す
。
采
女
、
南
面
の
東
戸
よ
り
入
り
神
物
に
供
う
。
縫
殿
の
女
官
、
北
の
中
の
戸
よ
り
神
衣
に
供
う
。
天
皇
、
西
の
戸
よ
り
神
殿
に
入
る
〉。
小
忌
王

以
下
、
西
の
屋
の
座
に
着
す
〈
分
注
略
〉。
御
湯
殿
に
供
う
。〈
主
殿
寮
、
神
嘉
こ
う
お
殿
の
西
の
面
に
候
す
。
同
殿
の
西
の
庇
の
壁
の
内
に
御
湯
船
を
居
く
。
壁
の
外
に
斗
を
居
き
御
湯
を
入
る
。
樋
を
以
て
御
船
に
入
る
。
供
奉
の
人
、
乾
う
わ
ぎ
し
た
が
さ
ね
の
角
の
戸
に
於
い
て
表
衣
・
下
襲
を
脱
ぎ
当
色
を
着
し
供
奉
す
。
襪
を
脱
が
ず
。
故
実
を
知
る
者
を
以
て
供
奉
せ
し
む
。
内
蔵
寮
、
幘
を
進
る
。
供
神
の
御
服
を
着
す
。
御
手
水
に
供
う
〉。
こ
こ
か
ら
、（
一
）天
皇
が
神
嘉
殿
に
渡
御
す
る
に
際
し
掃
部
が
筵
を
敷
き
、
神
嘉
殿
内
部
に
は
大
床
子
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
や
、（
二
）
神
嘉
殿
の
内
部
は
三
つ
の
仕
切
り
が
設
け
ら
れ
、
西
を
御
在
所
、
中
央
を
神
殿
、
東
を
供
神
の
采
女
の
候
所
と
し
、（
三
）
采
女
は
南
面
の
東
戸
よ
り
神
殿
内
へ
入
り
神
物
の
こ
と
に
仕
え
、（
四
）縫
殿
の
女
官
は
北
の
中
央
の
戸
か
ら
神
衣
の
こ
と
に
仕
え
る
こ
と
、（
五
）
天
皇
は
西
の
戸
よ
り
神
殿
に
入
り
、（
六
）
神
嘉
殿
の
御
湯
殿
の
こ
と
に
供
え
る
の
は
主
殿
寮
で
あ
る
こ
と
、（
七
）
主
殿
寮
は
西
の
庇
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の
壁
の
内
側
に
御
湯
船
を
据
え
、（
八
）
壁
の
外
に
斗
を
据
え
樋
を
利
用
し
て
湯
船
に
湯
を
注
ぎ
入
れ
る
こ
と
、（
九
）
供
奉
の
人
は
北
西
の
角
の
戸
の
内
に
て
表
衣
と
下
襲
を
脱
ぎ
、
当
色
を
着
し
、
襪
を
脱
が
ず
、
故
実
を
知
る
者
が
供
奉
す
る
こ
と
、（
十
）
内
蔵
寮
が
幘
を
進
上
す
る
と
、
天
皇
は
御
神
の
御
服
を
着
し
、
御
手
水
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
神
嘉
殿
内
部
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
次
第
と
一
番
大
き
な
違
い
は
、
供
神
の
物
に
供
奉
す
る
采
女
と
神
衣
の
こ
と
に
供
奉
す
る
縫
殿
の
女
官
な
ど
の
待
機
場
所
と
出
入
り
口
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
御
槽
や
樋
な
ど
の
湯
具
の
設
置
や
、
湯
を
注
ぎ
入
れ
る
方
法
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
下
襲
を
脱
ぎ
」
と
あ
る
点
は
、
前
章
で
み
た
廻
立
殿
で
の
御
湯
殿
に
仕
え
る
者
の
装
束
と
共
通
し
て
い
る
。
下
襲
と
は
、
束
帯
を
構
成
す
る
服
具
の
一
種
で
、
表
衣
で
あ
る
袍
の
下
に
着
用
す
る
。
束
帯
は
男
性
の
礼
装
で
あ
る
か
ら
、
新
嘗
祭
に
際
し
て
も
神
嘉
殿
の
御
湯
殿
の
こ
と
に
男
性
が
供
奉
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
神
今
食
や
新
嘗
祭
な
ど
の
神
事
に
際
し
、
御
湯
殿
の
事
に
関
与
し
た
者
が
故
実
を
知
る
男
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
践
祚
大
嘗
祭
の
廻
立
殿
儀
で
蔵
人
が
果
た
し
た
特
徴
と
相
ま
っ
て
看
過
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
で
は
、
内
蔵
寮
か
ら
の
御
幘
進
上
が
見
ら
れ
た
後
、
天
皇
が
「
供
神
」
の
御
服＝
祭
服
を
身
に
つ
け
て
い
る
点
を
重
視
し
て
お
き
た
い
。
６
．
御
幘
―
絹
の
䇔
頭
―
と
こ
ろ
で
、
鷺
森
浩
幸
氏
は
、
天
皇
の
沐
と
浴
は
厳
密
に
は
別
の
行
為
で
あ
る
と
述
べ
る
（
２０
）
。
神
今
食
の
御
湯
殿
の
場
面
で
見
ら
れ
た
御
幘
は
、『
西
宮
記
』
臨
時
四
、
人
々
装
束
の
う
ち
の
「
冠
」
の
項
の
分
注
に
、
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神
今
食
の
時
、
天
皇
供
神
の
間
、
幘
を
結
ぶ
。
と
あ
る
。
神
今
食
で
は
、
供
神
の
間
の
天
皇
の
装
束
が
幘
を
結
ぶ
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、『
同
』
臨
時
三
お
よ
び
臨
時
四
に
は
、一
つ
、
大
嘗
会
〈
卯
日
〉。（
中
略
）
今
夜
、
天
皇
帛
を
服
す
。
御
衣
（
冠
）
に
木
綿
の
幘
を
着
く
。
件
の
幘
、
大
嘗
宮
に
就
き
給
う
の
間
の
装
束
な
り
（
臨
時
三
、
装
束
）。
一
つ
、
大
嘗
会
〈
卯
〉。（
中
略
）
天
皇
〈
行
幸
の
間
、
帛
衣
〉
斎
服
の
衣
、
幘
を
着
く
。
大
嘗
宮
に
就
く
る
の
間
の
御
装
束
な
り
（
臨
時
四
、
人
々
装
束
）。
と
見
え
る
。
引
用
箇
所
は
『
西
宮
記
』
の
な
か
で
も
重
複
が
多
い
巻
で
あ
り
、
同
書
の
編
纂
と
そ
の
後
の
加
筆
・
補
訂
お
よ
び
利
用
の
さ
れ
方
ま
で
を
含
め
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
御
幘
が
「
大
嘗
宮
に
就
く
」
間
の
装
い
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
卯
日
の
行
事
で
は
、
天
皇
は
帛
衣
を
着
し
廻
立
殿
に
渡
御
し
、
大
嘗
宮
に
入
る
直
前
に
御
幘
を
着
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
貴
族
た
ち
に
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、「
古
礼
」
と
も
称
さ
れ
る
『
西
宮
記
』
に
記
さ
れ
た
「
朝
儀
典
礼
の
型
（
２１
）
」
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
御
幘
は
、『
西
宮
記
』
臨
時
七
、
大
嘗
会
卯
日
行
幸
に
は
、「
主
殿
、
御
湯
に
供
う
」
の
分
注
で
、
内
蔵
寮
の
官
人
、
御
絹
の
䇔
頭
を
廻
立
殿
に
置
き
奉
る
。
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と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
䇔
頭
」
と
記
さ
れ
る
。
䇔
頭
と
は
唐
風
の
被
り
物
の
こ
と
で
あ
り
、
正
倉
院
宝
物
の
銀
壷
「
騎
上
人
物
」（
図
１
）
に
描
写
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
様
子
を
伝
え
る
と
い
う
（
２２
）
。
『
延
喜
式
』
巻
第
十
五
内
蔵
寮
１５
神
今
食
䇔
頭
条
で
は
、
か
み
い
ま
け
ぶ
り
六
月
・
十
二
月
の
神
今
食
に
は
絹
の
こ
う䇔
頭
を
奉
れ
〈
新
嘗
の
祭
も
ま
た
同
じ
く
せ
よ
〉。
ぶ
り
と
あ
る
よ
う
に
、
六
月
・
十
二
月
の
神
今
食
に
は
絹
の
こ
う䇔
頭
を
内
蔵
寮
が
奉
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
、
絹
の
䇔
頭
は
、
新
嘗
祭
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、『
延
喜
式
』
巻
七
践
祚
大
嘗
祭
３１
卯
日
条
に
、
さ
別
に
中
臣
・
忌
部
の
官
人
各
一
人
を
差
し
、
縫
殿
・
大
蔵
等
の
官
人
を
率
い
て
、
衾
・
単
を
大
嘗
宮
の
愈
紀
殿
に
置
き
奉
り
、
内
蔵
の
官
人
を
率
い
て
御
服
な
ら
び
に
絹
の
䇔
頭
を
廻
立
殿
に
置
き
奉
れ
。
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。『
延
喜
式
』
の
規
定
で
は
、
絹
の
䇔
頭
は
、
御
服
と
一
図１ 正倉院宝物南倉，銀壷
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緒
に
内
蔵
寮
官
人
に
よ
っ
て
廻
立
殿
内
部
に
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、『
延
喜
式
』
で
は
「
絹
の
䇔
頭
」
が
、
神
今
食
・
新
嘗
祭
お
よ
び
践
祚
大
嘗
祭
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
䇔
頭
と
幘
と
が
同
一
形
態
を
示
す
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
天
皇
元
服
儀
で
の
加
冠
役
が
摂
政
太
政
大
臣
に
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
や
（
２３
）
、
冠
の
調
製
方
法
の
変
化
（
２４
）
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
さ
ら
に
、
幘
の
素
材
が
「
木
綿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
西
宮
記
』
臨
時
三
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
延
喜
式
』
や
『
西
宮
記
』
に
「
絹
の
䇔
頭
」
と
見
ら
れ
る
形
よ
り
は
、
時
代
が
下
っ
た
新
し
い
形
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
（
２５
）
。
大
江
匡
房
は
『
江
家
次
第
』
巻
第
十
五
、
践
祚
下
、
大
嘗
会
卯
日
で
、
廻
立
殿
で
の
御
浴
の
後
に
行
わ
れ
る
装
束
の
次
第
を
次
の
よ
う
に
記
す
。
こ
じ
め
ぐ
近
例
は
、
帛
の
御
衣
の
袍
・
下
襲
を
脱
ぎ
、
祭
服
を
著
さ
し
め
給
う
。
表
袴
以
下
に
至
り
て
は
改
め
給
わ
ず
。
又
、
御
幘
は
御
巾
子
に
廻
ら
し
め
給
う
。
ひ
た
い
必
ず
御
額
に
曳
き
廻
す
。
童
帝
は
幘
を
供
ず
る
の
儀
な
し
。
大
江
匡
房
は
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
作
法
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
院
政
期
の
故
実
で
は
、
御
幘
は
、
巾
子
を
廻
る
よ
う
に
結
ば
れ
、
巾
子
と
一
体
化
し
て
い
た
冠
の
額
に
も
曳
き
廻
ら
せ
固
定
す
る
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
。
巾
子
に
つ
い
て
、
平
安
中
期
に
成
立
し
た
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
巻
十
二
、
冠
帽
具
第
百
六
十
二
は
、
こ
ん
弁
色
立
成
に
云
う
。
巾
子
〈
此
れ
間
巾
、
音
渾
の
如
し
〉、
䇔
頭
の
具
、
髻
を
挿
む
所
以
な
り
。
専修人文論集１００号 68
も
と
ど
と
、
奈
良
時
代
に
成
立
が

る
古
辞
書
「
弁
色
立
成
」
を
引
用
し
、
䇔
頭
の
構
成
具
で
あ
る
こ
と
と
、
髻
を
挿
む
用
途
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
巾
子
は
結
い
上
げ
た
髻
を
安
定
さ
せ
、
䇔
頭
の
形
を
整
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
童
帝
は
幘
を
供
ず
る
儀
が
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幘
は
髻
を
結
い
冠
を
被
る
元
服
後
の
装
い
で
あ
る
こ
と
も
了
解
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戌
の
刻
に
神
嘉
殿
や
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
御
浴
の
後
、
絹
の
被
り
物
を
着
け
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
神
事
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
「
絹
の
䇔
頭
」
は
「
供
神
」
の
装
い
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
７
．
内
蔵
寮
と
御
服
―
御
服
所
の
機
能
―
先
に
、
絹
の
䇔
頭
や
御
幘
が
内
蔵
寮
か
ら
奉
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
践
祚
大
嘗
祭
で
も
、『
延
喜
式
』に
、
「
内
蔵
の
官
人
を
率
い
て
御
服
な
ら
び
に
絹
の
䇔
頭
を
廻
立
殿
に
置
き
奉
れ
」（
践
祚
大
嘗
祭
式
３１
卯
日
条
）
と
記
さ
れ
る
。『
西
宮
記
』
で
も
「
内
蔵
寮
の
官
人
、
御
絹
の
䇔
頭
を
廻
立
殿
に
置
き
奉
る
」（
臨
時
七
、
卯
日
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
践
祚
大
嘗
祭
の
卯
日
の
行
事
に
あ
た
っ
て
は
、
䇔
頭
や
御
服
が
あ
ら
か
じ
め
内
蔵
寮
官
人
に
よ
っ
て
廻
立
殿
内
部
に
置
か
れ
る
こ
と
が
定
式
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
視
点
を
変
え
、
天
皇
の
御
服
調
製
の
基
本
的
な
決
ま
り
事
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
律
令
』
職
員
令
７
内
蔵
寮
条
に
よ
れ
ば
、
内
蔵
寮
の
長
官
で
あ
る
頭
の
職
掌
の
一
つ
に
「
年
料
に
供
し
進
る
御
服
」
と
見
え
る
。
要
す
る
に
、
天
皇
が
使
用
す
る
一
年
間
の
御
服
な
ど
は
、
内
蔵
寮
が
管
掌
す
る
職
務
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
延
喜
式
』
巻
第
七
践
祚
大
嘗
祭
２５
御
服
条
に
、
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き
み
そ
ふ
す
ま
さ
か
ま
く
ら
ぶ
り
も
う
だ
ひ
と
え
と
ば
り
凡
そ
大
嘗
殿
に
御
す
る
の
時
、
服
る
と
こ
ろ
の
御
服
二
具
、
衾
三
条
、
敷
衾
三
条
、
繪
枕
二
枚
、
絹
の
こ
う䇔
頭
三
枚
、
望
陀
の
布
の
単
二
張
、
幌
二
具
、
い
く
う
筥
三
合
は
、
預
め
縫
殿
寮
を
し
て
裁
縫
弁
備
せ
し
め
よ
〈
み
な
櫃
に
盛
れ
よ
〉。
ま
た
同
殿
に
供
ず
る
衾
八
条
、
単
四
張
は
同
寮
を
し
て
縫
い
備
え
し
め
よ
。
と
あ
る
よ
う
に
、
絹
の
䇔
頭
の
縫
製
は
縫
殿
寮
が
行
っ
て
い
た
。『
貞
観
儀
式
』
巻
第
三
、
践
祚
大
嘗
祭
儀
中
に
も
、
御
服
二
具
、
衾
三
条
、
繪
枕
二
枚
、
絹
の
䇔
頭
三
枚
、
望
陀
の
布
の
単
二
条
、
幌
二
具
、
筥
三
合
、
䮒
せ
て
人
給
の
衾
八
条
、
単
四
条
、
預
め
縫
殿
寮
を
し
て
縫
ひ
備
へ
し
め
よ
。
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
践
祚
大
嘗
祭
で
は
な
い
が
、『
延
喜
式
』
巻
第
十
五
内
蔵
寮
４４
年
料
梳
条
・
４５
月
料
御
靴
条
に
よ
れ
ば
、
六
月
・
十
二
月
の
神
今
食
お
よ
び
新
嘗
祭
で
は
、
御
梳
や
挿
鞋
が
内
蔵
寮
で
製
作
さ
れ
、
縫
殿
寮
へ
送
ら
れ
て
い
る
。『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
六
主
殿
寮
２１
諸
司
み
そ
ど
こ
ろ
つ
ご
も
り
年
料
油
条
に
「
縫
殿
寮
、
油
五
升
〈
御
服
所
な
ら
び
に
寮
中
の
十
二
月
の
晦
の
夜
の
料
〉」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
縫
殿
寮
に
は
天
皇
や
中
宮
の
御
服
を
調
製
す
る
「
御
服
所
」
が
付
属
し
て
い
た
。
ま
た
、
縫
殿
寮
で
は
、
践
祚
大
嘗
祭
に
供
奉
す
る
神

官
人
の
装
束
や
、
毎
年
の
新
嘗
祭
に
供
奉
す
る
官
人
た
ち
の
装
束
す
な
わ
ち
山
藍
で
染
め
た
小
忌
衣
が
縫
製
さ
れ
て
い
た
（
２６
）
。
時
代
は
下
る
が
、
藤
原
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』
を
詳
細
に
分
析
し
た
戸
田
芳
実
氏
に
よ
っ
て
、
藤
原
宗
忠
が
内
蔵
寮
の
長
官
に
任
じ
ら
れ
た
際
の
興
味
深
い
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
２７
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
忠
が
、
内
蔵
寮
の
長
官
た
る
頭
に
任
じ
ら
れ
る
者
は
、
蔵
人
の
頭
や
弁
官
、
近
衛
の
将
な
ど
の
重
要
官
職
を
経
験
し
た
者
か
、
近
代
美
服
美
麗
の
た
め
内
蔵
寮
の
財
源
が
不
足
し
が
ち
な
欠
を
補
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う
こ
と
が
で
き
る
受
領
な
ど
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
分
は
堪
え
る
こ
と
も
で
き
ず
十
分
に
勤
め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
再
三
辞
退
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堀
河
天
皇
の
自
分
が
親
し
み
な
じ
ん
だ
者
を
内
蔵
頭
に
任
じ
て
隔
て
る
こ
と
な
く
召
し
仕
い
た
い
と
の
下
問
を
受
け
内
蔵
頭
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
宗
忠
は
内
蔵
頭
の
任
に
あ
っ
た
時
期
、
家
中
に
別
廊
を
立
て
御
服
所
と
し
、
御
服
を
裁
縫
す
る
女
工
ら
を
集
め
、
天
皇
の
御
服
を
調
製
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
皇
の
御
服
の
調
製
や
神
事
に
関
わ
る
装
束
な
ど
を
滞
り
な
く
準
備
す
る
こ
と
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
務
を
実
行
す
る
た
め
に
「
私
力
」
を
以
て
支
え
る
こ
と
す
ら
、
朝
恩
と
感
じ
る
仕
組
み
は
看
過
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、『
延
喜
式
』
巻
十
五
内
蔵
寮
４１
御
服
料
条
に
よ
れ
ば
、
天
皇
お
よ
び
中
宮
の
御
服
は
、
あ
く
る
と
し
右
、
明
年
の
御
服
の
料
お
よ
び
練
染
の
用
度
は
、
毎
年
九
月
、
具
に
色
目
を
録
し
て
、
省
に
申
し
、
官
の
符
を
下
す
を
待
ち
て
、
各
所
司
に
就
き
て
請
い
受
け
よ
。
寮
の
蔵
に
貯
え
収
め
、
季
毎
に
内
侍
の
宣
に
随
い
て
、
出
だ
し
て
縫
殿
寮
に
充
て
よ
。
其
れ
雑
給
の
料
も
ま
た
こ
の
内
に
あ
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
毎
年
九
月
に
翌
年
の
御
服
の
素
材
と
な
る
織
物
や
染
色
品
の
必
要
物
品
を
目
録
し
た
文
書
を
中
務
省
へ
提
出
し
、
太
政
官
符
に
よ
る
許
可
を
待
っ
て
大
蔵
省
か
ら
出
給
さ
れ
た
調
庸
物
か
ら
調
製
さ
れ
た
。
大
蔵
省
か
ら
出
給
さ
れ
た
用
度
の
物
は
、
内
蔵
寮
の
ク
ラ
に
納
め
ら
れ
、
季
節
ご
と
に
内
侍
の
宣
に
よ
っ
て
縫
殿
寮
へ
送
ら
れ
調
製
さ
れ
て
い
た
。
大
蔵
省
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
諸
国
か
ら
の
調
庸
物
が
納
入
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
調
庸
物
は
、
い
っ
た
ん
内
蔵
寮
の
ク
ラ
に
納
め
ら
れ
る
と
、
天
皇
の
仰
せ
や
要
望
を
実
現
す
る
「
最
も
簡
単
な
命
令
伝
達
法
（
２８
）
」
の
形
態
を
取
る
の
で
あ
る
（
２９
）
。
天
皇
の
冠
の
素
材
と
な
る
の
は
、『
延
喜
式
』
巻
第
十
五
内
蔵
寮
５３
諸
司
年
料
条
に
、
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御
冠
の
羅
四
疋
〈
一
疋
は
無
文
〉、
雑
の
羅
二
十
三
疋
、
綾
四
十
疋
〈
白
二
十
疋
、
色
二
十
疋
〉、
紗
三
十
疋
、
二
色
の
綾
八
疋
、
錦
四
十
疋
、
両
面
十
二
疋
。
お
り
べ
の
つ
か
さ
た
て
ま
つ
く
ば
右
、
織
部
司
の
進
る
と
こ
ろ
。
そ
の
料
の
糸
は
寮
よ
り
行
れ
。
と
あ
る
よ
う
に
、
羅
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
織
部
司
の
進
る
と
こ
ろ
」
と
あ
る
の
で
、
大
蔵
省
被
管
の
織
部
司
で
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
糸
は
内
蔵
寮
が
用
意
し
、
織
部
司
へ
送
ら
れ
た
。『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
織
部
司
２
年
料
条
に
は
、
年
料
ら
く
さ
ぐ
さ
に
し
き
し
や
冠
の
羅
四
疋
〈
一
疋
は
無
文
〉、
雑
の
羅
二
十
三
疋
、
白
綾
二
十
疋
、
色
の
綾
二
十
疋
、
二
色
の
綾
八
疋
、
錦
四
十
疋
、
両
面
十
二
疋
、
白
き
広
き
紗
三
十
疋
。
さ
き
く
だ
り
し
た
く
右
、
前
の
件
に
よ
れ
。
も
し
改
め
換
う
る
こ
と
あ
ら
ば
、
支
度
・
功
程
は
別
に
録
し
て
省
に
送
れ
。
と
、
内
蔵
式
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
が
あ
る
（
３０
）
。「
年
料
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
天
皇
が
一
年
間
に
使
用
す
る
用
途
物
で
あ
る
。
大
蔵
省
被
管
の
織
部
司
で
織
ら
れ
る
織
物
に
は
、
冠
の
羅
・
雑
の
羅
・
白
き
綾
・
色
の
綾
・
二
色
の
綾
・
錦
・
両
面
・
白
き
広
き
紗
と
あ
り
、「
絹
」
は
見
え
な
い
。
践
祚
大
嘗
祭
お
よ
び
毎
年
六
月
・
十
二
月
の
神
今
食
、
十
二
月
の
新
嘗
祭
で
は
、「
絹
の
䇔
頭
」
が
「
供
神
」
の
装
い
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
何
故
に
、
絹
の
䇔
頭
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
歴
史
的
意
義
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
小
論
で
は
十
分
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、『
貞
観
儀
式
』
で
は
、
絹
を
素
材
と
し
て
い
る
装
束
類
が
践
祚
大
嘗
祭
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
（
表
一
）。
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備
考
（
供
奉
者
、
調
達
先
な
ど
）
正
税
稲
并
絹
・
布
・
綿
・
銭
・
米
等
類
国
物
国
物
国
物
市
人
（
い
ち
ひ
と
）
造
酒
司
の
酒
部
・
焼
灰
・
夫
五
人
大
嘗
殿
に
設
置
さ
れ
る
卯
日
行
列
時
の
造
酒
童
女
の
装
束
卯
日
行
列
時
の
稲
実
公
の
装
束
豊
楽
殿
上
に
設
け
ら
れ
る
悠
紀
主
基
両
国
の
御
帳
豊
楽
殿
の
天
皇
の
御
座
の
料
内
蔵
寮
若
干
疋
悠
紀
・
主
基
両
国
の
守
・
介
掾 目 史
生
・
博
士
・
医
師
斎
郡
大
・
少
領
諸
郡
大
・
少
領
主
政
帳
造
酒
童
女
・
稲
実
公
・
焼
灰
・
大
酒
波
・
粉
走
供
奉
神
事
神
服
神
主
服
長
守
・
介
の
妻
掾
の
妻
目
の
妻
史
生
・
博
士
・
医
師
の
妻
供
奉
神
事
神
服
の
妻
斎
郡
大
・
少
領
の
妻
主
政
帳
の
妻
諸
郡
大
・
少
領
の
妻
主
政
帳
の
妻
新
嘗
会
（
大
蔵
省
）
大
蔵
省
左
右
近
衛
官
人
二
人
の
装
束
用
途
大
嘗
会
行
事
所
が
請
い
借
る
雑
物
の
奏
使
明
衣
の
料
軾
料
大
嘗
宮
の
斎
殿
の
神
（
八
神
）
を
祭
る
料
調
献
物
料
の
絹
の
奏
白
黒
二
酒
に
用
い
る
薬
灰
を
焼
く
山
神
を
祭
る
料
縫
殿
寮
が
縫
い
備
え
る
袴
一
腰
袴
一
腰
漆
塗
斗
帳
一
基
御
衾
二
条
御
服
と
と
も
に
廻
立
殿
に
置
か
れ
る
禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 禄 金
畫
絹
甲
形
季
禄
絹
の
数
量
絹 絹
二
疋（
人
別
に
一
疋
）
絹
二
疋
絹
四
尺
絹 絹
一
尺
絹
䇔
頭
三
枚
白
絹
白
絹
白
絹
白
絹
絹
䇔
頭
絹 絹
各
十
疋
絹
各
五
疋
絹
各
三
疋
絹
各
二
疋
絹
各
四
疋
絹
各
三
疋
絹
各
一
疋
絹
各
一
疋
絹
各
一
疋
絹
各
一
疋
絹
各
一
疋
絹
各
六
疋
絹
各
四
疋
絹
各
二
疋
絹
各
二
疋
絹
各
一
疋
絹
各
三
疋
絹
各
二
疋
絹
各
二
疋
絹
各
一
疋
絹
若
干
疋
絹
若
干
疋
絹 絹
若
干
疋
儀
式
名
践
祚
大
嘗
祭
上
践
祚
大
嘗
祭
中
践
祚
大
嘗
祭
下
新
嘗
祭
正
月
七
日
儀
五
月
五
日
節
儀
二
月
十
日
申
春
・
夏
季
禄
儀〈
八
月
亦
准
此
、〉
巻
儀
式
二
儀
式
三
儀
式
四
儀
式
五
儀
式
七
儀
式
八
儀
式
九
表
一
貞
観
儀
式
と
絹
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他
方
で
、
神
事
に
際
し
て
「
絹
の
䇔
頭
」
を
縫
い
備
え
る
官
司
が
縫
殿
寮
で
あ
る
こ
と
と
、
年
料
の
「
冠
の
羅
」
を
織
る
官
司
が
織
部
司
で
あ
る
こ
と
は
、
律
令
制
的
官
僚
機
構
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
石
母
田
正
氏
は
、
羅
・
錦
・
綾
な
ど
の
高
級
織
物
を
生
産
す
る
組
織
・
機
構
と
し
て
織
部
司
を
位
置
付
け
、
生
産
手
段
の
確
保
―
例
え
ば
機
や
綜
等
―
と
、
生
産
者
へ
の
技
術
の
教
習
と
熟
練
が
、
古
代
社
会
と
中
世
社
会
と
の
転
換
期
の
な
か
に
強
く
現
象
し
て
い
る
点
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
る
（
３１
）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
絹
の
䇔
頭
を
縫
製
し
た
縫
殿
寮
に
つ
い
て
も
よ
り
精
緻
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
縫
殿
寮
に
は
、
前
掲
し
た
御
服
所
の
他
に
、
中
宮
御
服
所
お
よ
び
御
服
染
作
所
（
以
上
、『
延
喜
式
』
巻
第
十
四
縫
殿
寮
１６
三
年
雑
物
条
）、
縫
新
嘗
会
御
服
所
や
縫
正
月
斎
会
講
読
師
等
法
服
所
（
以
上
、『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
八
掃
部
寮
６６
諸
司
年
料
条
）
な
ど
の
ト
コ
ロ
が
見
え
る
（
３２
）
。
践
祚
大
嘗
祭
に
お
い
て
も
女
工
所
の
設
置
（
３３
）
や
（『
貞
観
儀
式
』
巻
第
二
、
践
祚
大
嘗
祭
儀
上
）、
縫
殿
寮
所
属
の
縫
女
が
卜
定
さ
れ
た
上
で
神
座
に
設
置
さ
れ
る
御
衾
の
裁
縫
を
行
っ
て
い
る
（『
同
』
巻
第
四
、
践
祚
大
嘗
祭
儀
下
）。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
政
治
組
織
と
社
会
的
分
業
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
経
済
関
係
を
軸
と
し
た
官
司
相
互
の
役
割
分
掌
の
明
確
化
と
し
て
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
（
３４
）
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
天
皇
の
生
活
空
間
に
お
け
る
人
員
の
配
置
と
行
動
様
式
ひ
い
て
は
分
業
形
態
の
具
体
化
に
関
わ
る
課
題
と
も
言
え
よ
う
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
小
論
で
は
こ
の
点
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。
８
．
器
物
類
の
調
達
に
つ
い
て
―
神
今
食
・
新
嘗
祭
・
践
祚
大
嘗
祭
―
そ
こ
で
次
に
、
神
事
に
用
い
ら
れ
る
器
物
の
調
達
と
出
給
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
、
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
神

官
、
神
今
食
院
に
参
る
〈
中
〔
和
〕
院
と
謂
う
〉。
内
膳
・
造
酒
・
主
水
等
の
司
、
供
御
の
物
を
受
け
備
え
、
祭
所
へ
参
り
供
奉
す
。
神

官
、
大
専修人文論集１００号 74
膳
・
木
工
・
大
炊
等
の
職
・
寮
の
進
ら
す
所
の
供
神
の
物
、
神
部
・
卜
部
等
の
事
に
堪
え
る
者
を
二
人
択
び
、
弁
供
せ
し
む
。
戌
の
一
刻
〈
十
二
月
は
、
酉
の
一
刻
を
用
う
〉。
乗
輿
、
神
今
食
院
に
御
す
〈
駕
輿
丁
八
人
、
卜
食
者
を
用
う
な
り
〉。
主
殿
寮
、
あ
ら
か
じ
め
浴
湯
を
設
け
、
こ
れ
に
供
う
（『
貞
観
儀
式
』
巻
第
一
、
六
月
十
一
日
神
今
食
儀
）。
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
膳
職
や
木
工
寮
・
大
炊
寮
な
ど
の
官
司
が
準
備
・
製
作
し
た
供
神
の
雑
物
は
神

官
が
受
け
取
り
、
神

官
べ
ん
く
は
神
部
・
卜
部
の
う
ち
か
ら
事
に
堪
え
る
者
二
人
を
え
ら
び
「
弁
供
」
し
て
い
た
こ
と
、
戌
一
刻
に
天
皇
が
神
今
食
院
（＝
中
和
院
）
に
出
御
し
た
後
、
主
殿
寮
は
浴
湯
に
供
え
た
こ
と
、
そ
の
浴
湯
は
主
殿
寮
が
あ
ら
か
じ
め
設
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
内
膳
司
・
造
酒
司
・
主
水
司
が
供
御
の
物
を
受
け
備
え
、
祭
所
へ
参
り
供
奉
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
宮
内
省
被
管
官
司
の
職
務
に
か
か
わ
る
供
御
の
雑
物
は
、
天
皇
が
中
和
院
に
出
御
す
る
以
前
に
は
祭
所
へ
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
巻
第
十
一
太
政
官
７７
鎮
魂
新
嘗
祭
条
に
、
凡
そ
鎮
魂
・
新
嘗
等
の
諸
祭
の
日
、
み
な
弁
お
よ
び
史
ら
祭
所
に
向
か
い
て
検
校
を
加
え
よ
。
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
事
に
際
し
て
は
太
政
官
が
舗
設
の
準
備
を
点
検
・
監
督
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
原
則
は
、
践
祚
大
嘗
祭
で
も
遵
守
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
実
際
に
、
同
８５
大
嘗
祭
条
で
は
、
凡
そ
践
祚
の
初
め
に
大
嘗
祭
あ
り
。（
中
略
）
大
臣
勅
を
奉
り
て
神

官
を
召
し
、
愈
紀
・
主
基
の
国
群
を
卜
定
し
〈
み
な
封
し
て
卜
え
よ
〉、
奏
可
訖
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ら
ば
す
な
わ
ち
下
知
し
、
例
に
よ
り
て
准
擬
せ
よ
。
ま
た
検
校
・
行
事
を
定
め
よ
。
八
月
、
使
を
両
国
に
遣
わ
し
、
抜
穂
の
田
お
よ
び
斎
場
の
雑
色
人
を
卜
え
て
行
事
せ
し
め
、
な
ら
び
に
諸
国
に
仰
せ
て
供
神
の
器
を
造
ら
し
め
よ
。
と
あ
る
。
践
祚
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
悠
紀
・
主
基
の
行
事
所
が
定
め
ら
れ
た
。『
貞
観
儀
式
』
巻
第
二
、
践
祚
大
嘗
祭
儀
上
に
よ
れ
ば
、
太
政
官
の
構
成
員
た
る
大
納
言
・
中
納
言
二
人
お
よ
び
参
議
一
人
が
検
校
に
任
じ
ら
れ
、
四
位
の
官
人
一
人
・
五
位
の
官
人
三
人
が
行
事
の
役
目
を
担
う
（
３５
）
。
践
祚
大
嘗
祭
で
設
置
さ
れ
た
行
事
所
の
主
な
役
割
は
、『
貞
観
儀
式
』
巻
第
二
、
践
祚
大
嘗
祭
上
に
、
次
に
正
税
の
稲
一
万
束
、
卜
食
の
郡
の
調
庸
䮒
せ
て
雑
物
を
請
う
べ
き
の
状
を
奏
聞
し
〈
凡
そ
会
所
の
雑
の
物
を
請
い
借
る
の
奏
は
、
正
税
の
稲
䮒
せ
て
絹
・
布
・
綿
・
銭
・
米
等
の
類
に
は
、
行
事
䮒
せ
て
国
司
の
五
位
以
上
は
名
を
署
し
、
自
余
の
軽
物
に
は
署
せ
ず
直
奏
せ
よ
〉、
即
ち
両
国
に
下
知
せ
よ
。
次
に
、
両
国
の
印
を
用
い
る
べ
き
の
状
を
奏
聞
し
、
大
学
寮
に
仰
せ
て
字
の
様
を
進
ら
し
め
、
内
匠
寮
を
召
し
て
、
木
を
以
て
彫
り
作
ら
し
む
。
そ
の
文
に
曰
く
、
悠
紀
所
の
印
・
主
基
所
の
印
、
み
な
小
篆
の
字
を
用
い
よ
と
。
即
ち
印
を
用
い
る
状
を
五
畿
内
・
七
道
の
諸
国
に
下
知
せ
よ
。
と
あ
る
点
が
参
考
と
な
ろ
う
。
要
す
る
に
、
践
祚
大
嘗
祭
の
実
施
に
際
し
、
正
税
や
調
庸
お
よ
び
雑
物
な
ど
の
必
要
な
財
源
や
物
品
類
の
調
達
・
管
理
は
文
書
行
政
に
則
っ
て
運
営
・
実
行
さ
れ
た
。『
延
喜
式
』
巻
七
践
祚
大
嘗
祭
１７
雑
器
条
に
は
、
く
う
ゆ
か
も
の
も
ち
凡
そ
神
御
に
供
ず
べ
き
雑
器
は
〈
神
語
に
曰
く
由
加
物
〉、
所
司
具
さ
に
須
う
る
と
こ
ろ
の
物
の
数
を
注
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
官
に
申
せ
。
八
月
上
旬
に
宮
内
省
の
史
生
を
差
し
、
五
国
に
遣
わ
し
て
監
造
せ
し
め
よ
。
河
内
・
和
泉
に
一
人
、
尾
張
・
参
河
に
一
人
、
備
前
に
一
人
。
国
に
到
ら
ば
先
ず
祓
し
て
後
に
始
め
て
造
作
せ
よ
。
専修人文論集１００号 76
と
あ
る
。
神
御
に
用
い
ら
れ
る
雑
器
類
は
由
加
物
と
い
う
。
宮
内
省
の
管
理
の
も
と
、
河
内
・
和
泉
・
尾
張
・
参
河
・
備
前
の
五
国
で
造
ら
れ
た
。
践
祚
大
嘗
祭
の
由
加
物
に
は
、「
池
由
加
一
口
、
由
加
十
口
」（
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
１７
雑
器
条
）
が
和
泉
国
か
ら
製
作
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
の
み
で
、
沐
浴
に
使
用
す
る
際
の
槽
は
見
え
な
い
（
３６
）
。
『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
六
主
殿
寮
７
新
嘗
供
奉
料
条
に
は
、
主
殿
寮
が
神
今
食
や
新
嘗
祭
に
供
奉
す
る
際
の
規
定
が
あ
る
。
新
嘗
会
の
供
奉
の
料
〈
中
宮
は
、
此
に
准
え
よ
〉
沐
槽
一
隻
〈
案
を
加
う
〉、
覆
の
絁
の
帷
一
條
〈
長
さ
八
尺
、
広
さ
三
幅
〉。
浴
槽
二
隻
〈
案
を
加
う
〉、
覆
の
暴
布
二
條
〈
各
長
さ
五
尺
、
広
さ
二
幅
〉。
い
け
ゆ
か
下
敷
の
調
布
の
帷
二
條
〈
各
二
端
〉。
白
綿
一
分
、
池
由
加
一
口
、
覆
一
条
〈
表
の
暴
布
の
長
さ
四
尺
、
広
さ
二
幅
、
裏
の
絁
の
長
さ
四
尺
、
広
さ
二
幅
〉、
ふ
た
い
ま
き
ひ
と
由
加
十
口
、
覆
十
条
〈
表
の
暴
布
各
長
さ
三
尺
、
広
さ
一
幅
半
、
裏
の
絁
各
長
さ
三
尺
、
広
さ
一
幅
半
〉、
板
蓋
十
一
枚
。（
中
略
）
菲
三
両
、
今
木
人
お
み
の
女
四
人
の
衣
裳
の
料
の
調
布
五
端
〈
各
一
端
一
丈
五
寸
〉、
糸
一
両
、
油
三
升
四
合
〈
一
升
八
合
は
小
斎
の
侍
従
の
候
所
の
三
度
の
料
、
一
升
六
合
は
あ
お
ず
り
ほ
そ
ぬ
の
せ
ん
そ
解
斎
の
夜
の
料
〉。
青
摺
の
袍
二
十
二
領
〈
細
布
二
領
、
調
布
二
十
領
、
践
祚
大
嘗
会
に
は
細
布
二
領
を
加
え
よ
〉、
縫
殿
寮
よ
り
請
け
よ
。
右
、
新
嘗
会
の
料
の
前
の
件
に
よ
り
、
其
れ
二
度
の
神
今
食
に
は
、
み
な
件
の
物
を
用
い
、
さ
ら
に
は
料
を
請
ざ
れ
。
事
訖
わ
る
の
後
、
神

官
に
充
て
よ
。
沐
槽
・
浴
槽
や
そ
れ
ら
を
覆
う
布
類
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
延
喜
主
殿
式
の
規
定
で
は
、
六
月
・
十
二
月
の
神
今
食
に
は
、
新
嘗
祭
で
使
用
さ
れ
た
器
物
類
が
そ
の
ま
ま
充
当
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
事
訖
る
の
後
、
神

官
に
充
て
よ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
嘗
祭
や
六
月
・
十
二
月
の
神
今
食
が
終
了
し
た
後
に
は
、
主
殿
寮
が
供
え
る
べ
き
器
物
類
が
神

官
に
送
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
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る
。
沐
槽
一
隻
と
浴
槽
二
隻
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
布
製
品
な
ど
も
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
了
解
さ
れ
よ
う
。
『
延
喜
式
』
巻
第
一
、
四
時
祭
上
２４
神
今
食
条
に
、「
供
う
る
と
こ
ろ
の
雑
物
は
、
祭
訖
ら
ば
す
な
わ
ち
中
臣
・
忌
部
・
宮
主
ら
に
給
う
こ
と
、
一
に
大
嘗
会
の
例
に
同
じ
く
せ
よ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
祭
事
終
了
後
、
神

官
の
官
人
に
給
付
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
践
祚
大
た
ぐ
い
嘗
祭
で
は
、「
廻
立
殿
お
よ
び
御
湯
を
供
奉
す
る
の
属
は
、
み
な
忌
部
ら
に
給
え
」（『
延
喜
式
』
巻
第
七
践
祚
大
嘗
祭
３２
辰
日
条
）
と
、
大
嘗
宮
の
壊
脚
の
後
、
廻
立
殿
で
の
御
湯
具
は
忌
部
へ
与
え
ら
れ
た
。
以
上
、
天
皇
の
沐
浴
は
、
践
祚
大
嘗
祭
お
よ
び
新
嘗
祭
・
神
今
食
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
器
物
類
に
品
目
の
点
で
共
通
性
が
見
い
だ
せ
る
。
け
れ
ど
も
、
廃
棄
の
過
程
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
儀
式
と
は
別
に
政
治
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
（
３７
）
、
儀
式
次
第
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
職
務
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
下
級
官
司
に
と
っ
て
「
行
事
失
錯
」「
違
失
儀
式
」（
養
老
職
制
律
第
十
条
）
に
関
わ
る
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
（
３８
）
。
９
．
主
殿
寮
の
奉
仕
と
御
湯
殿
の
儀
さ
て
、『
江
家
次
第
』
巻
第
十
五
、
践
祚
下
、
大
嘗
会
卯
日
に
は
、
時
剋
、
主
殿
寮
、
御
浴
を
供
ず
〈
巳
の
時
、
大
忌
。
酉
の
時
、
小
忌
。〉。
け
い
ね
ん
式
に
云
う
。
頃
年
、
た
だ
大
忌
に
供
ず
。
小
忌
に
供
ぜ
ず
。
新
式
に
云
う
。
小
忌
、
廻
立
殿
に
お
い
て
こ
れ
を
供
ず
。
専修人文論集１００号 78
と
あ
る
。
践
祚
大
嘗
祭
の
卯
日
に
お
い
て
主
殿
寮
が
御
浴
に
仕
え
る
こ
と
は
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
近
頃
は
大
忌
（
大
斎
の
こ
と
）
に
の
み
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
小
忌
（
小
斎
の
こ
と
）
の
入
浴
が
廻
立
殿
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
院
政
期
の
故
実
と
し
て
は
、
廻
立
殿
で
の
浴
湯
が
小
忌
と
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
で
改
め
て
、
御
湯
殿
へ
の
供
奉
が
主
殿
寮
の
職
掌
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
神
事
で
は
、
主
殿
寮
に
は
、
二
十
二
領
の
青
摺
衣
が
支
給
さ
れ
て
い
る
（『
延
喜
式
』
巻
第
十
二
中
務
省
３４
新
嘗
青
摺
条
お
よ
び
巻
第
三
十
一
宮
内
省
２
神
今
食
小
斎
条
・
５
大
嘗
祭
小
斎
条
）。
神
今
食
お
よ
び
新
嘗
祭
・
践
祚
大
嘗
祭
で
の
主
殿
寮
の
職
掌
に
は
、
御
湯
を
供
ず
る
事
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
・
中
宮
の
御
輿
な
ど
に
よ
る
移
動
、
斑
幔
や
燈
台
・
庭
燎
の
設
営
・
管
理
、
儀
場
の
掃
除
な
ど
が
見
ら
れ
る
（
３９
）
。『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
六
、
主
殿
寮
２７
晦
夜
晩
頭
条
に
は
、
十
二
月
の
晦
日
の
夜
、
主
殿
寮
の
官
人
が
史
生
・
殿
部
・
今
良
ら
を
率
い
て
内
裏
の
燈
台
を
設
置
し
た
後
、
四
方
拝
の
前
に
行
わ
れ
る
御
湯
を
供
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
追
儺
に
供
奉
す
る
い
ま
ま
い
り
今
良
は
、
男
四
○
人
、
女
一
六
人
で
、
そ
の
う
ち
今
良
の
女
五
人
は
中
宮
に
供
え
た
（
同
２６
十
二
月
晦
夜
条
）。
供
奉
の
あ
り
方
と
し
て
、
主
殿
寮
は
、
官
人
―
史
生
―
殿
部
―
今
良
の
構
成
で
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
う
（
４０
）
。
『
律
令
』
職
員
令
４３
主
殿
寮
条
に
よ
れ
ば
、
主
殿
寮
の
長
官
で
あ
る
頭
の
職
掌
は
、
掌
ら
ん
こ
と
、
供
御
の
輿
輦
、
蓋
笠
、
繖
扇
、
帷
帳
、
湯
沐
の
こ
と
、
殿
庭
洒
掃
せ
む
こ
と
、
及
び
燈
燭
、
松
柴
、
炭
燎
等
の
事
。
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
殿
寮
は
行
幸
の
際
の
輿
な
ど
の
乗
り
物
や
雨
具
の
管
理
、
湯
浴
み
、
殿
舎
の
庭
の
清
掃
、
室
内
や
庭
の
灯
火
、
薪
お
よ
び
炭
な
ど
の
燃
料
な
ど
の
管
理
を
主
な
役
目
と
し
た
。
ま
た
、
御
湯
を
沸
か
す
燃
料
と
な
る
薪
は
（
４１
）
、
毎
年
正
月
十
五
日
に
進
上
さ
れ
た
後
、
主
殿
寮
に
貯
え
納
め
ら
れ
た
（『
律
令
』
雑
令
２６
文
武
官
人
条
・
２７
進
薪
条
）。
鷺
森
浩
幸
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
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御
湯
を
供
ず
る
事
は
主
殿
寮
の
官
司
運
営
の
根
幹
に
関
わ
り
、
職
員
令
規
定
の
ま
ま
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
注
意
さ
れ
る
（
４２
）
。『
御
堂
関
白
記
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
湯
殿
の
内
部
に
据
え
ら
れ
た
船
（
浴
槽
）
に
は
樋
を
利
用
し
て
注
ぎ
入
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
主
殿
寮
は
、
後
者
の
壁
外
で
仕
え
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、『
延
喜
式
』
に
は
、
戌
の
刻
に
天
皇
が
廻
立
殿
に
渡
御
し
た
後
、
典
掃
が
廻
立
殿
よ
り
い
っ
た
ん
退
出
し
、
掃
部
寮
官
人
に
し
じ
し
よ
う
い
「
御
榻
持
ち
来
た
れ
」
と
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
、
掃
部
寮
官
人
は
称
唯
し
た
後
で
、
廻
立
殿
の
西
の
幔
の
う
ち
に
控
え
て
い
た
と
こ
ろ
か
天
皇
が
座
る
湯
殿
の
椅
子
を
舁
き
、
廻
立
殿
の
北
側
か
ら
東
へ
移
動
し
、
そ
れ
を
女
孺
に
伝
え
授
け
、
掃
部
四
人
を
残
し
て
そ
れ
以
外
の
掃
部
寮
の
官
人
は
退
出
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
が
見
え
る
（
以
上
、『
同
』
巻
第
三
十
八
掃
部
寮
１４
大
嘗
会
条
）。
こ
の
よ
う
に
神
事
の
場
で
の
天
皇
の
入
浴
に
際
し
て
は
、
女
官
の
関
与
が
見
え
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
女
官
が
天
皇
の
身
体
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
場
面
は
窺
え
な
か
っ
た
。
こ
の
点
が
、
平
安
時
代
の
史
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
一
番
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
雑
駁
な
検
討
に
終
始
し
た
が
、
と
く
に
、
神
今
食
や
新
嘗
祭
と
の
共
通
点
に
着
目
し
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
天
皇
が
祭
服
を
着
し
供
神
の
準
備
を
整
え
る
直
前
に
、
内
蔵
寮
か
ら
絹
の
䇔
頭
が
天
皇
へ
進
上
さ
れ
る
こ
と
や
、
神
嘉
殿
や
廻
立
殿
で
の
御
浴
の
こ
と
に
は
故
実
を
知
る
者
が
そ
の
役
を
担
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
は
女
官
の
関
与
が
見
ら
れ
ず
、
院
政
期
に
は
血
筋
な
ど
も
定
ま
っ
て
い
く
な
ど
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
天
皇
の
政
務
と
生
活
を
支
え
る
場
で
は
男
女
の
共
労
の
し
く
み
が
機
能
し
、
女
官
の
存
在
な
し
に
は
そ
の
維
持
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４３
）
。
吉
川
真
司
氏
は
、
律
令
官
司
と
政
治
組
織
の
特
徴
と
し
て
、
入
浴
〜
整
髪
〜
着
衣
な
ど
天
皇
の
衣
食
住
全
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般
に
わ
た
っ
て
天
皇
個
人
の
生
活
は
女
房
が
直
接
に
は
支
え
て
い
た
が
、
清
涼
殿
で
の
昼
夜
侍
候
に
主
眼
が
置
か
れ
た
男
房
と
が
職
務
を
は
っ
き
り
と
分
担
し
つ
つ
天
皇
に
「
奉
仕
」
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
（
４４
）
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
家
政
と
国
家
行
政
機
構
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
こ
と
を
示
す
も
、
ひ
と
え
に
人
と
場
の
職
掌
分
化
や
、
律
令
官
司
の
再
編
、
家
格
の
成
立
な
ど
を
含
め
た
平
安
貴
族
の
政
治
構
造
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
う
（
４５
）
。
小
論
で
は
、
こ
の
問
題
を
、
主
殿
寮
と
い
う
下
級
官
司
の
職
掌
の
根
幹
を
な
す
天
皇
の
沐
浴
の
場
で
御
湯
を
供
え
る
こ
と
に
着
目
し
検
討
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
級
官
司
に
帰
属
し
、
そ
の
命
を
受
け
、
先
例
を
準
則
的
な
行
動
規
範
と
し
て
業
務
を
逐
行
す
る
下
級
官
司
の
役
割
が
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
政
治
機
構
の
中
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
目
崎
徳
衛
氏
は
、
平
安
の
宮
廷
文
化
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
は
宮
廷
文
化
な
る
概
念
を
規
定
す
る
必
要
性
を
説
き
、
そ
れ
ら
を
「
君
主
と
そ
の
身
辺
に
奉
仕
す
る
少
数
貴
族
の
生
活
す
る
場
、
す
な
わ
ち
ミ
ヤ
の
う
ち
に
発
達
し
た
文
化
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
（
４６
）
。
そ
し
て
、
ミ
ヤ
ビ
と
い
う
名
詞
が
、
ミ
ヤ
（
宮
殿
）
と
ブ
（
そ
れ
ら
し
く
す
る
意
味
の
接
尾
語
）
の
複
合
し
た
動
詞
ミ
ヤ
ブ
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
述
べ
る
。
滝
川
政
次
郎
氏
は
、
大
嘗
祭
が
、
平
安
時
代
の
法
体
系
―
律
・
令
・
格
・
式
―
の
上
に
成
立
し
て
お
り
、「
儀
式
は
儀
礼
を
伴
う
法
律
行
為
の
手
続
き
で
あ
っ
て
、
式
の
一
種
で
あ
る
」
と
そ
の
法
的
意
義
を
強
調
す
る
（
４７
）
。
践
祚
大
嘗
祭
の
そ
れ
は
、「
統
治
の
原
理
（
４８
）
」
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
上
、
天
皇
の
沐
浴
に
関
連
す
る
一
切
の
出
来
事
は
、
天
皇
以
外
の
者
が
天
皇
の
身
体
に
直
接
手
を
触
れ
る
機
会
で
も
あ
る
。
神
事
に
際
し
て
は
、
そ
こ
に
女
官
の
関
与
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
特
徴
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
日
常
生
活
と
神
事
、
そ
し
て
そ
の
他
の
儀
式
行
事
の
対
比
の
上
で
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
他
方
で
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
規
定
さ
れ
生
成
さ
れ
る
「
伝
統
」
と
「
法
」
の
下
で
の
「
権
威
」
が
、
儀
礼
を
伴
う
手
続
き
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の
過
程
を
経
て
支
配
の
論
理
を
貫
徹
す
る
の
か
。
き
わ
め
て
重
要
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
（
４９
）
。
記
し
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
１
）
荒
木
敏
夫
「
即
位
儀
礼
と
葬
送
儀
礼
」（『
日
本
古
代
王
権
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）。
（
２
）
土
田
直
鎮
「
平
安
時
代
の
政
務
と
儀
式
」（『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）。
（
３
）
橋
本
義
彦
『
平
安
貴
族
』
六
一
〜
六
二
頁
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。
（
４
）
拙
稿
ａ
「
天
皇
の
沐
浴
に
見
る
摂
関
期
の
奉
仕
形
態
の
特
質
」（
服
藤
早
苗
編
『
平
安
朝
の
女
性
と
政
治
文
化
』
所
収
、
明
石
書
店
、
二
〇
一
七
年
）、
拙
稿
ｂ
「
天
皇
の
沐
浴
の
基
礎
的
考
察
―
『
延
喜
式
』
に
見
え
る
規
定
を
中
心
に
―
」（『
専
修
史
学
』
六
〇
、
二
〇
一
七
年
）。
（
５
）
「
清
浄
さ
」
を
め
ぐ
り
日
本
の
宗
教
文
化
を
考
え
る
上
で
基
底
を
な
す
の
は
、
斎
戒
お
よ
び
触
穢
思
想
と
の
関
わ
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
見
る
べ
き
業
績
は
多
い
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
禁
忌
を
「
個
人
や
集
団
の
安
全
と
秩
序
と
を
保
全
す
る
た
め
の
行
為
規
範
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
岡
田
重
精
氏
の
一
連
の
研
究
（
例
え
ば
「
斎
忌
の
祖
型
」〈『
斎
忌
の
世
界
―
そ
の
機
構
と
変
容
―
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
〉
等
）、
後
者
に
つ
い
て
は
、
中
世
身
分
論
と
し
て
展
開
し
た
黒
田
俊
雄
氏
の
業
績
（「
中
世
の
身
分
意
識
と
社
会
観
」〈『
黒
田
俊
雄
著
作
集
』
六
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
八
七
年
〉
等
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
目
に
見
え
な
い
世
界
に
対
す
る
規
範
と
原
理
が
歴
史
を
考
え
る
さ
ま
ざ
ま
形
式
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
大
隅
和
雄
『
日
本
の
文
化
を
よ
み
な
お
す
―
仏
教
・
年
中
行
事
・
文
学
の
中
世
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。
（
６
）
折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
五
年
、
初
出
一
九
二
八
年
）。
（
７
）
岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
」（『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
八
三
年
）。
（
８
）
岡
田
荘
司
『
大
嘗
の
祭
り
』
学
生
社
、
一
九
九
〇
年
。
（
９
）
祭
祀
史
料
研
究
会
「『
大
嘗
祭
論
』
を
め
ぐ
っ
て
―
岡
田
荘
司
氏
の
近
業
を
中
心
に
―
」（『
歴
史
評
論
』
四
八
九
、
一
九
九
一
年
）。
（
１０
）
榎
村
寛
之
「
古
代
皇
位
継
承
儀
礼
研
究
の
最
新
動
向
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
岡
田
荘
司
氏
論
文
「
大
嘗
祭
―

真
床
覆
衾

論
と
寝
座
の
意
味
―
」
を
中
心
に
―
」（『
歴
史
評
論
』
四
八
九
、
一
九
九
一
年
。
の
ち
に
『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研
究
』
第
一
章
第
二
節
、
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
に
改
題
収
録
さ
れ
る
も
、
引
用
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）。
（
１１
）
鎌
田
純
一
『
平
成
大
禮
要
話
―
即
位
礼
・
大
嘗
祭
』（
錦
正
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
平
成
の
大
礼
に
掌
典
職
掌
典
、
祭
事
課
長
と
し
て
仕
え
た
鎌
田
純
一
氏
に
よ
れ
ば
、
平
成
の
大
礼
は
『
延
喜
式
』
巻
七
践
祚
大
嘗
祭
の
規
定
を
尊
重
し
つ
つ
、
朝
儀
典
礼
の
基
本
的
な
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』『
江
家
次
第
』
な
ど
の
諸
書
の
古
例
が
調
査
検
討
さ
れ
た
と
い
う
。
（
１２
）
『
江
記
』
の
引
用
は
、
木
本
好
信
編
『
江
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
に
依
っ
た
。
（
１３
）
藤
原
顕
隆
は
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
か
ら
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
ま
で
鳥
羽
天
皇
の
五
位
蔵
人
、
藤
原
説
定
は
嘉
承
二
年
か
ら
天
永
元
年
（
一
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〇
）
ま
で
鳥
羽
天
皇
の
六
位
蔵
人
で
あ
る
（
市
川
久
編
『
蔵
人
補
任
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
九
年
）。
蔵
人
に
つ
い
て
は
、
玉
井
力
『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
や
、
佐
藤
全
敏
『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
蔵
人
所
の
成
立
と
展
開
―
家
産
官
僚
制
の
拡
張
と
日
本
古
代
国
家
の
変
容
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
三
七
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
詳
し
い
。
（
１４
）
新
嘗
祭
や
神
今
食
な
ど
神
事
で
は
女
官
の
関
与
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
史
料
か
ら
導
き
出
せ
る
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
ａ
で
別
に
論
じ
た
。
（
１５
）
江
戸
時
代
の
有
職
家
で
縫
殿
頭
な
ど
の
任
に
つ
い
た
尾
崎
積
興
に
よ
れ
ば
、
山
蔭

の
子
孫
と
は
、「
今
の
勧
修
寺
家
ノ
人
出
ル
、
子
孫
也
。
此
家
ふ
ね
ニ
御
湯
殿
ノ
コ
ト
ヲ
伝
フ
。
左
方
ノ
御
服
ノ
上
ニ
天
羽
衣
ヲ
着
ス
。
御
槽
ノ
中
ヘ
入
レ
奉
リ
。
手
ニ
テ
三
度
左
右
ヘ
ソ
ソ
ギ
カ
ケ
奉
ル
コ
ト
也
。
夫
ス
ミ
、
槽
ノ
中
ニ
テ
羽
衣
ヲ
ヌ
ギ
、
明
衣
ア
カ
ツ
ト
訓
〔
御
湯
カ
タ
ビ
ラ
也
〕、
是
ヲ
召
ス
。
御
身
ヲ
ノ
ゴ
ハ
セ
給
フ
ノ
意
也
」（『
江
家
次
第
秘
抄
』〔
新
訂
増
補
故
実
叢
書
〕
巻
第
十
五
、
践
祚
下
、
大
嘗
会
）
と
さ
れ
る
。
（
１６
）
藤
原
惟
成
は
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
か
ら
天
延
二
年
（
九
七
四
）
ま
で
円
融
天
皇
の
六
位
蔵
人
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
か
ら
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
ま
で
花
山
天
皇
の
五
位
蔵
人
と
し
て
見
え
る
（
前
掲
市
川
久
編
『
蔵
人
補
任
』）。
（
１７
）
前
掲
祭
祀
史
料
研
究
会
「『
大
嘗
祭
論
』
を
め
ぐ
っ
て
―
岡
田
荘
司
氏
の
近
業
を
中
心
に
―
」
の
う
ち
、
岡
田
精
司
氏
に
よ
る
提
言
を
参
照
の
こ
と
。
（
１８
）
竹
内
理
三
「
口
伝
と
教
命
―
公

学
系
譜
（
秘
事
口
伝
成
立
以
前
）
―
」（『
竹
内
理
三
著
作
集
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
四
〇
年
）。
（
１９
）
武
田
佐
知
子
「
古
代
浴
衣
復
元
の
た
め
の
覚
え
書
き
」（
鈴
木
則
子
編
『
歴
史
に
お
け
る
周
縁
と
共
生
―
女
性
・
穢
れ
・
衛
生
―
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。
（
２０
）
鷺
森
浩
幸
「
主
殿
寮
と
年
中
行
事
」（『
帝
塚
山
大
学
人
文
科
学
部
紀
要
』
二
二
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
２１
）
竹
内
理
三
前
掲
論
文
。
（
２２
）
関
根
真

『
奈
良
朝
服
飾
の
研
究
（
本
文
編
）』
一
九
〇
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
。
（
２３
）
橋
本
義
彦
「
太
政
大
臣
沿
革
考
」（『
平
安
貴
族
』
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）。
中
村
義
雄
『
王
朝
の
風
俗
と
文
学
』
一
三
五
頁
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）。
な
お
、
元
服
に
つ
い
て
は
、
服
藤
早
苗
氏
に
よ
っ
て
、
公

子
息
の
若
年
元
服
と
元
服
叙
爵
（
従
五
位
下
）
が
十
一
世
紀
中
葉
ま
で
に
確
実
に
定
着
し
、
父
子
の
官
職
継
承
と
官
職
の
世
襲
化
と
い
う
政
治
的
身
分
的
論
理
が
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
境
界
に
対
し
て
さ
え
深
く
浸
透
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（「
転
換
期
に
お
け
る
王
権
と
元
服
―
身
分
秩
序
の
転
換
―
」〈『
家
成
立
史
の
研
究
―
祖
先
祭
祀
・
女
・
子
ど
も
』
所
収
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
八
年
〉）。
（
２４
）
例
え
ば
、『
西
宮
記
』
臨
時
四
（
冠
衣
）
に
は
「
一
つ
、
冠
〈
今
、
結
冠
を
以
て
羅
の
頭
巾
と
称
す
る
〉」
な
ど
と
見
え
る
。
衣
服
令
で
は
五
位
以
上
の
官
人
は
「
羅
の
頭
巾
」
を
用
い
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
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（
２５
）
『
江
家
次
第
秘
抄
』
巻
第
十
五
、
践
祚
下
、
大
嘗
会
は
、
御
幘
を
「
白
キ
ス
ズ
シ
ノ
キ
ヌ
ニ
テ
巾
子
ト
纓
ト
一
ツ
ニ
結
ブ
コ
ト
也
、
巾
子
ノ
後
ノ
方
ニ
結
ヒ
、
ハ
シ
ヲ
左
右
へ
降
ル
」
と
註
解
す
る
。
（
２６
）
『
延
喜
式
』
巻
第
七
践
祚
大
嘗
祭
３０
斎
服
条
、『
同
』
巻
第
十
四
縫
殿
寮
７
新
嘗
小
斎
服
条
。
小
忌
衣
に
つ
い
て
は
、
江
馬
務
「
大
嘗
祭
に
用
ひ
ら
る
ゝ
小
忌
衣
に
就
い
て
」（『
江
馬
務
著
作
集
』
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
）。
（
２７
）
戸
田
芳
実
『
中
右
記
―
躍
動
す
る
院
政
時
代
の
群
像
』
五
九
頁
、
そ
し
え
て
、
一
九
七
九
年
。『
中
右
記
』
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
四
月
三
十
日
条
・
承
徳
二
年
八
月
五
日
条
。
（
２８
）
土
田
直
鎮
「
内
侍
宣
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
所
収
、
初
出
一
九
五
九
年
）。
（
２９
）
古
尾
谷
知
浩
「
内
蔵
寮
の
出
給
体
制
」（『
律
令
国
家
と
天
皇
家
産
機
構
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。
（
３０
）
『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
織
部
司
３
雑
織
条
に
は
、
冠
の
羅
を
織
る
た
め
の
糸
の
数
量
と
、
織
物
を
織
る
織
手
の
一
日
の
労
働
量
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
（
３１
）
石
母
田
正
「
古
代
・
中
世
社
会
と
物
質
文
化
―
織
物
の
生
産
を
中
心
と
し
て
―
」（『
石
母
田
正
著
作
集
』
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）。
（
３２
）
ト
コ
ロ
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
所
京
子
「『
所
』
の
成
立
と
展
開
」（『
平
安
朝
「
所
・
後
院
・
俗
別
当
」
の
研
究
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
六
八
年
）
や
、
吉
田
孝
「
ト
コ
ロ
覚
書
」（
青
木
和
夫
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』
所
収
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
３３
）
加
茂
正
典
「
大
嘗
祭
の
女
工
所
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。
加
茂
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
女
工
所
に
は
悠
紀
・
主
基
の
両
所
が
あ
り
、
そ
の
官
人
構
成
は
所
預
と
し
て
五
位
二
人
、
六
位
已
下
四
人
が
任
命
さ
れ
、
主
典
代
な
ど
も
置
か
れ
た
上
に
、
内
侍
が
加
わ
り
、
女
工
所
勾
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
掌
侍
二
人
の
下
に
実
際
に
作
業
す
る
女
官
が
配
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
斎
国
の
稲
実
公
・
造
酒
童
女
・
物
部
女
等
の
装
束
の
染
色
・
裁
縫
を
担
当
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
（
３４
）
石
母
田
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
分
業
の
問
題
―
一
つ
の
予
備
的
考
察
―
」（
前
掲
『
石
母
田
正
著
作
集
』
三
、
初
出
一
九
六
三
年
）。
衣
料
生
産
を
め
ぐ
る
社
会
的
分
業
と
階
級
分
化
に
関
し
て
は
、
ジ
ョ
ー
ン
・
Ｗ
・
ス
コ
ッ
ト
『
増
補
新
版
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
歴
史
学
』（
荻
野
美
穂
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
が
現
在
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
。
（
３５
）
木
本
好
信
「
平
安
時
代
の
大
嘗
会
行
事
所
」（『
平
安
朝
官
人
と
記
録
の
研
究
―
日
記
逸
文
に
あ
ら
わ
れ
た
る
平
安
公

の
世
界
―
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。『
貞
観
儀
式
』
巻
第
二
、
践
祚
大
嘗
祭
中
に
は
、
出
納
所
・
斎
場
所
・
小
忌
所
・
細
工
所
・
女
工
所
・
楽
所
・
風
俗
楽
所
・
和
舞
所
・
大
炊
所
な
ど
の
諸
組
織
が
見
ら
れ
る
。
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（
３６
）
神
事
あ
る
い
は
天
皇
が
一
年
間
に
使
用
す
る
沐
槽
（
か
み
あ
ら
い
ふ
ね
）・
浴
槽
（
ゆ
あ
み
ふ
ね
）
の
寸
法
は
、『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
四
木
工
寮
７
神
事
供
御
料
に
規
定
が
見
え
る
。
（
３７
）
土
田
直
鎮
前
掲
「
平
安
時
代
の
政
務
と
儀
式
」。
橋
本
義
彦
前
掲
著
。
（
３８
）
瀧
川
政
次
郎
「
律
と
大
嘗
祭
」（『
律
令
と
大
嘗
祭
―
御
代
始
め
諸
儀
式
―
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）。
律
令
格
式
に
見
ら
れ
る
規
定
お
よ
び
実
際
の
運
用
や
、
実
態
と
の
乖
離
ま
で
を
含
め
て
、「
法
」
の
貫
徹
が
ど
の
よ
う
な
形
で
浸
透
し
て
い
る
か
、
社
会
の
側
が
ど
の
よ
う
な
深
度
で
そ
れ
ら
を
受
け
と
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
の
古
記
録
の
事
例
分
析
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
小
論
で
は
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
３９
）
鷺
森
浩
幸
前
掲
論
文
。
（
４０
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
ｂ
「
天
皇
の
沐
浴
の
基
礎
的
考
察
―
『
延
喜
式
』
に
見
え
る
規
定
を
中
心
に
―
」
で
論
じ
た
。
（
４１
）
『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
六
主
殿
寮
１８
年
中
御
薪
条
で
は
、
一
年
間
で
使
用
さ
れ
る
薪
が
用
途
別
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
御
湯
殿
料
と
し
て
一
八
〇
荷
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
（
４２
）
鷺
森
浩
幸
前
掲
論
文
。
（
４３
）
伊
集
院
葉
子
「
女
性
の
『
排
除
』
と
『
包
摂
』
―
古
代
行
政
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
女
官
―
」（『
日
本
古
代
女
官
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
一
三
年
）。
（
４４
）
吉
川
真
司
「
平
安
時
代
に
お
け
る
女
房
の
存
在
形
態
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）。
（
４５
）
橋
本
義
彦
前
掲
著
。
（
４６
）
目
崎
徳
衛
「
宮
廷
文
化
の
成
立
」（『
王
朝
の
み
や
び
』
所
収
、
二
〇
〇
七
年
復
刊
、
初
刊
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）。
（
４７
）
瀧
川
政
次
郎
「
御
代
始
め
の
諸
儀
式
の
法
的
意
義
」（
前
掲
『
律
令
と
大
嘗
祭
―
御
代
始
め
諸
儀
式
―
』
所
収
、
初
出
一
九
八
〇
年
）。
（
４８
）
リ
ン
・
ハ
ン
ト
『
人
権
を
創
造
す
る
』
一
二
六
頁
、
松
浦
義
弘
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
。
な
お
、
大
嘗
祭
と
神

令
の
関
係
を
分
析
し
た
井
上
光
貞
氏
は
、
日
本
古
代
の
即
位
儀
礼
が
、
そ
の
「
成
立
の
あ
り
方
」
や
「
変
容
の
過
程
」
に
お
い
て
「
大
陸
」
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
や
、「
古
代
王
権
の
子
孫
が
今
日
も
な
お
国
家
の
象
徴
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
故
に
い
っ
そ
う
、
種
々
の
角
度
か
ら
の
究
明
が
必
要
で
あ
」
る
こ
と
を
、
日
本
古
代
史
研
究
の
責
務
と
し
て
言
及
す
る
（『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
の
ち
『
井
上
光
貞
著
作
集
』
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
に
採
録
）。
つ
ま
り
、
日
本
の
古
代
王
権
の
呪
術
的
・
宗
教
的
な
側
面
の
解
明
は
、
現
代
に
お
い
て
こ
そ
よ
り
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
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（
４９
）
荒
木
敏
夫
氏
は
、
歴
史
学
に
固
有
な
方
法
論
的
有
効
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
天
皇
権
力
に
基
づ
く
具
体
的
在
り
様
を
、
相
互
補
完
と
対
立
の
関
係
と
捉
え
直
し
た
上
で
、「
世
界
の
各
地
域
に
歴
史
的
に
多
用
に
存
在
す
る
王
制
・
君
主
制
と
の
共
通
性
と
差
異
性
の
中
で
、
天
皇
・
天
皇
制
（＝
日
本
型
王
権
）
を
相
対
化
し
、
そ
の
特
質
を
把
握
す
る
」
必
要
性
を
日
本
古
代
史
研
究
の
課
題
と
し
て
提
示
す
る
（
前
掲
『
日
本
古
代
王
権
の
研
究
』
一
四
・
二
八
頁
）。
受
け
継
ぐ
べ
き
研
究
視
角
と
考
え
る
。
